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  ①中国語の著書は《 》、論文は〈 〉、日本語の著書は『 』、論文は「 」を用いる。 
②論述の際、日本語と中国語の区別が必要な場合、日本語は「 」、中国語は“ ”で
表す。尚、各章の題目では恋愛用語を〈 〉で表記する。 
③辞典の見出し語や新聞の見出しは、【 】で表す。  例：【恋愛】、【Love】 
④それぞれの記号内の漢字表記は日本語の新字体とする。 







⑥用例で使用した […] は、（前略）、（中略）、（後略）を意味する。 
⑦新聞記事で印刷が不鮮明で解読が難解な場合は、■で表す。 
  ⑧用例とした辞典類は書名と発刊年のみとし、詳細は巻末の「参照辞典」に記載する。 
    尚、英華・華英字典類の書名は、漢文名があるものは、漢文名を使用する。 
 
４．先行研究の引用の表し方：  
  ①先行研究は、日本人の場合は姓に西暦、中国人の場合は姓名に西暦を付す。 
例：広田 1969、沈国威 1998 
  ②本論文で使用する『精選版 日本国語大辞典』（小学館、2006）は『日国』とする。
尚、《現代漢語詞典》は《現漢》とし、各出版年、版を明記する。 




























                                                   
1 汪栄宝・葉瀾編《新爾雅》（上海明権社、1903）は、中国最初の西洋の人文・自然科学の新概念、学術 
語を解説する用語集で、社会人文系・自然科学系の語彙2,391語が収録されている（沈国威編著1995参照）。
また《辞源》（商務印書館、1915）には、日本語来源語彙 278 語収録が収録され、1931 年に出版され 
た《続辞源》（商務印書館）には 58 語が収録されている（沈国威 2006 参照）。 
2 沈国威 1998、p.46。 
3 日本語借用語彙の定義は、各研究者により、その命名や意味範囲とするところが異なるが、本論文では、 
和語や和製漢語、及び中国語の古典に典拠された語が日本に移入された後、日本で新義が付与されたもの 







（1880-1923）の『近代の恋愛観』が中国語に再三翻訳され、Ellen Karolina Sofia Key

























5 本論文では、改革開放後の中国語を言う（香坂順一『中国語学の基礎知識』光生館、1974、p.94 参照）。 
6 本論文の民国期とは、1912 年 1 月１日に成立し、1949 年 10 月 1 日に中華人民共和国が建国されるまで
の中華民国の期間を指し、特に 1910 年代後半から 1920 年代を本論文の中心的な考察対象時期とする。 
7 考察対象語彙は、2008 年 3 月に筑波大学大学院修士課程地域研究研究科に提出した修士論文「日中語彙








本論文における先行研究は大別すると 4 分類できる。 
1 つ目は近代訳語の成立、及び近代の日中語彙交流を体系的に論じた研究で、森岡健二























を資料として量的に分析を行ったものがある。①には広田栄太郎 1969 や飛田良文 2002 を
初め、これまでに数多くの研究がある。広田 1969 は明治期の日本における近代訳語（14
項目）、飛田 2002 は「明治生まれの日本語」（21 項目）の語誌研究で、本論文の考察対象
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内田慶市・沈国威編 2007、沈国威編著 2008、沈国威・内田慶市編著 2014 などがあり、
日・中・韓・台湾の漢字圏において盛んに研究が進められている。  
②の専門分野別の語誌研究には、さねとうけいしゅう 1970（「法律・経済用語」）、沈国













                                                   
8 飛田 2002 は、明治生まれの新語を①新造語（日本語その概念がなく、日本人が新しく造語する）、②借
用（中国で活躍した欧米人宣教師が漢訳した洋書や辞書から借用する）、③転用語（日本語に存在する類
義語に新しい意味を付加して転用する）と分類し、「恋愛」は②に該当するとしている（p.11）。 
9 佐藤喜代治編『語誌Ⅰ-Ⅲ』（明治書院、1983）は、計 213 項目の小論文形式の語誌研究計で、本論文の
恋愛用語に関しては、半沢洋子「恋人（愛人、情人、色）」が収録されている。 
10 樺島・飛田・米川編『明治大正 新語俗語辞典』（東京堂出版、1984）は、1868（明治元）年から 1945










年漢語新詞新語大辞典（1912 年―2011 年）》15がある。後者の 3 書には初出例があげられ
ており、中国における近代訳語の成立を知る手掛かりとなる。《近現代辞源》には、本論文
で考察対象とした“初恋 恋愛 恋人 三角恋愛 失恋”が収録され、《100 年漢語新詞新




1983、佐藤亨 1999 などがあり、文学的な視点としては、柳父章 1982、佐伯順子 2000、菅
野聡美 2001、平石典子 2012 などがある。半沢 1983 は、「愛人」「恋人」の語誌研究により
その成立と普及を明らかにし、佐藤 1999 は上代から明治期までの「愛」「恋」とその類義
語を詳細に考察している。日本語における恋愛用語の成立を知る貴重な先行研究である。










                                                   
12 劉正埮・高名凱他編《漢語外来詞詞典》（上海辞書出版社、1984）が、日本語来源の選定に際し、その
考察対象期間を日清戦争以後としているのに対し、沈国威 1994 は、19 世紀の宣教師らによる英華字典類
の訳語を考慮する必要があるとして、日本語来源語として 892 語を抽出し、考察を加えている。 
13 《近現代漢語新詞詞源詞典》（漢語大詞典出版社、2001）は、近現代の漢語にみられる新語 5,275 項目
を収録（同書の凡例に拠る）。 
14 黄河清編著《近現代辞源》（上海辞書出版社、2010）は、明末清初から 1949 年前後に西洋文化の影響
により創出された新語等約 9,500 項目を収録（同書の凡例に拠る）。 
15 宋子然主編《100 年漢語新詞新語大辞典（1912 年―2011 年）》（上海辞書出版社、2014）は、1912














な 4 分類を採用している17。 
 





                                                   
16 荒川 1997、p.209。 
17 近代日中訳語の生成と伝播に関する分類は、各研究者の考察の視点により分類法も様々である。例えば、










































和・和英辞典、仏和辞典、独和辞典、及び 19 世紀中葉から 20 世紀初頭の英華・漢英字典、
                                                   
19 《申報》（1872.4.30-1949.5.27）：イギリス商人 E.メイジャーら西洋人の手により上海で創刊した日報紙。
経営陣のほとんど、主筆や編集者たちはみな中国人であった。1909 年地元出身の席裕福は《申報》を買収
し、実質的に中国人の経営に帰す。1920 年 4 月 1 日からは周痩鵑が主編を務める。1922 年には発行部数























第 2 章から第 7 章においては、恋愛用語の語誌研究を進め、日本で転用及び創出された
近代訳語が、中国語にどのように受容され、変容したのか、その様相と要因を明らかにす
るとともに、近代の恋愛観が民国期の中国にどのように浸透したのかを考察に加える。第 2




                                                   
21 本論文では、19 世紀中葉に中国で刊行された辞典類の表記は、その記述内容から《英華字典》《華英字
典》とし、20 世紀以降に刊行されたものは、《英華辞典》《華英辞典》とした。 

















第 1 節では、「初恋」が明治期に訳語として採用された様相、第 2 節では中国語への移入

























第 1 節では、「自由恋愛」が明治期に日本で訳出されたことを明らかにし、第 2 節では、
中国語に移入された“自由恋愛”がどのように解釈されたのかを検証する。更に第 3 節で
は、1920 年代半ばの《婦女雑誌》で論じられた知識人の言説、第 4 節では、1920 年代後
半の張資平作品にみられる“自由恋愛”を分析することにより、民国期に“自由恋愛”が












第 7 章では、第 2 章から第 6 章までの考察結果を踏まえたうえで、現代中国語において
“同性恋”が汎用されている経緯を明らかにして、第 1 章で提起した課題の検証を試みる。 





第 5 節では、“同性恋”が汎用されている要因を言語上の特性から探り、第 1 章で提起し
た課題を検証する。 
終章では、本論文で論じた民国期にみられた日中語彙交流の考察結果、及び語誌研究か







































                                                   
1 崔淑芬 2008 は、中国における早期の女子学堂は、1830 年代のアメリカ人宣教師（Elijah Bridgman）
により広東で創られた女子学塾、イギリス人宣教師（Miss Andersey）により寧波で開かれた女子学塾で
あったとする（p.76）。 
2 崔淑芬 2008、pp.76-78 参照。 
3 梁啓超（1873-1929）：広東省新会県生まれ。号は任公、飲冰室主人、自由主人など。清末の思想界に大
きな影響を与えた啓蒙思想家、ジャーナリスト。1898 年から 14 年間日本に亡命。1899 年に横浜で《清議
報》を創刊して革命を鼓吹。1902 年には《新民叢報》《清小説》を創刊する。  
4 1904 年に〈奏定学堂章程〉が発布され、初等教育 9 年（初等小学堂 5 年、高等小学堂 4 年）、中等教育
13 
 













女子教育の普及が急がれるなか、1919 年 3 月の北京政府教育部により〈女子高等師範学
                                                                                                                                                     
5 年（中学堂 5 年）、高等教育 6-7 年（高等学堂または大学予科 3 年、大学堂 3-4 年、通儒院 5 年）に加
え、師範教育（初等師範学堂 5 年、優級師範学堂 3 年）、及び実業教育（初等実業学堂 3 年、中等実業学
堂 5 年、高等実業学堂 4-5 年）が制度化された（阿部 1990、p.32-35 参照）。 
5 女子師範学校は、1910年頃までに全国に 15か所あり、在学師範生は 3000人前後であった（崔淑芬 2007、
pp.217-219 参照）。 
6 中国女性史研究会編 2004、周一川「女学・女子留学生―知へのあこがれ」、pp.25-27 参照。尚、授業を
担当する教員が不足したため、清国政府は日本人教員を招聘し、1909 年の段階では約 500 人（女性教員を
含む）に達していた（吉野作造「清国で工作せる日本教師」『国家学会雑誌』第 23 号第 5 号、1909.5、
p.123 参照）。 
7 崔淑芬 2007 は、教育部の第 5 回の調査結果として、1916 年 9 月から 1917 年 7 月における全国女子中
等師範生の人数は、5792 名（中等師範生総数の 23.7%）としている（p.238）。 
8 中国女性史研究会編 2004、前山加奈子「清末の女性解放思想―秋瑾と何震」、p.33。 
9 秋瑾（1879-1907）：浙江省紹興生まれ。1904 年に日本に留学し、1906 年日本政府が発令した清国留学
生取締規則に抗議して帰国、1907 年軍事蜂起を計画中に逮捕、処刑される。 





はじめとする 5 名の中国人女性であったが、実際に主導権を握っていたのは何震と夫・劉師培で、2 人が 












師範学校（1924 年 5 月には国立北京女子師範大学に改編）が、最も早い女子高等教育の機







大学レベルでは 1930 年代初めまでに男女の共学がほぼ実現し19、1949 年の中華人民共和国
成立後には、学校教育における全ての男女差は撤廃された。 






 1912 年 1 月中華民国が成立し、孫文（1866-1925）は初代の臨時大総統に選出されたが、
軍事力と財力をもつ袁世凱（1859-1916）が圧倒的に優勢で、孫文は譲歩を余儀なくされた
                                                   





年北京大学総長を歴任する（増田編 1963、増田・服部訳「文学改良芻議」、p.288 参照）。 
16 胡適は、1918 年 9 月の《新青年》（第 5 巻第 3 号）に、北京女子師範学校で講演した〈美国的婦人〉
（アメリカの婦人）を掲載し、アメリカの女子学生は「良妻賢母を超えた人生観」、言い換えれば「自立」
の観念をもっているとし、中国における男女平等の教育の必要性を説いていた。 
17 崔淑芬 2008、p.81。 
18 1922 年大総統の名による〈学校系統改革案〉が公布され、小学 6 年（初級小学 4 年・高級小学 2 年）・
初級中学 3年・高級中学 3年・大学 4-6年となった（梅根 1975、p.97）。ちなみに、日本においては、1872
年の「学制」により、小学校から大学にいたる近代学校体系を全国規模で実現する方向が示され、1886 年
の「学校令」により近代学校制度が確立、小学校、中学校及び帝国大学を基本とした戦前日本の学校制度
の骨子がつくりあげられていた（阿部 1990、pp.14-15 参照）。 
19 崔淑芬 2008 の「全国 1931 年男女大学生の統計表」に拠れば、国立大学（13 校）、省立大学（9 校）、




20。1913 年 10 月 6 日に初代大総統に選出された袁世凱は、1914 年 3 月、皇帝による表彰
制度にならい〈褒揚条例〉21を公布し、表彰の条件としてトップに「孝行卓絶なる者」、次
に「節烈貞操において世の模範たる女性」をあげて、王朝時期同様「考」と「節」を最高
の徳とすることを強調した22。    
1914 年 7 月に第一次世界大戦が勃発、政局が混乱するなかで国務総理に復帰した段祺瑞
（1865-1936）は、1917 年 11 月に〈修正 褒揚条例〉23を公布した。「考」を第 1 款にあ
げて、最高の徳たることを示す点は〈褒揚条例〉と変わらないが、「節烈婦女」を第 7 款に
後退させ、第 2 款に「夫の義」（“特著義行”）、第 5 款に「良妻賢母」を含意する“碩徳淑
行”をおいた。制定過程で貞節を女性だけに強いることへの配慮が働いたのであろう24。但
し第 2 款の「夫の義」が、「すでに嗣子を有し、30 歳までに妻を亡くし、60 歳まで再婚も
納妾もしなかった者25」を意味するように、夫の場合は、「跡継ぎの男子を有する」という
条件がついており、男子を儲けるために再婚や蓄妾が容認されたことになる。 




一歩であったと思われる。但し日本では、1880 年の戸籍法（旧刑法第 353 条）により蓄妾
が廃止され、1898 年の民法（第 766 条）により一夫一婦制が法制化されており27、一夫一
                                                   
20 坂元 2010、p.6。 
21 1914 年 3 月 11 日に公布された〈褒揚条例〉《政府公報》（第 662 号）第 1 条は、「左列の良き行いの
1 つを有する者は本条例の褒揚を受けることを得る」とし、第 1 款に「孝行卓絶なる者」、第 2 款に「婦
女の節烈貞操を以て世を風すべき者」があげられている。（原文：第一條 有左列行誼之一者得受本條例
之褒揚 一 孝行卓絶著聞郷里者 二 婦女節烈貞操可以風世者）。原文は《政府公報》マイクロフィル
ム（筑波大学中央図書館所蔵）に拠る（以下の《政府公報》の原文も同様）。 
22 末次 2009、pp.92-93 参照。尚、“節婦”とは若くして寡婦になり再婚しなかった者、“貞女”とは婚
約者の死後、結婚せず、節を守る者、“烈婦”“烈女”とは暴行に遭った際、抵抗して死んだ者、及び夫
の死に殉じた者を言い、“婦”は既婚女性、“女”は未婚女性を言う（末次 2009、p.93 参照）。 
23 1917 年 11 月 20 日に公布された〈修正褒揚条例〉（《政府公報》第 664 号）第 1 条は、「左列各款の
1 つに適合する者は内務部より呈請しこれ褒揚する」とし、第 7 款に「節烈婦女」があげられている。（原
文：第一條 合於左列各款之一者由内務部呈請褒揚之 一 孝行純篤 二 特著義行 五 碩徳淑行 七 
節烈婦女）。   
24 末次 2009、p.96 参照。 
25 1917 年 12 月 13 日に公布された〈修正褒揚条例施行細則〉第 2 條に拠る。（原文：第二條 前條所稱
之義夫以年在三十以内已有子嗣原配身故並不續娶納妾至六十歳以上者爲限） 
26 国民政府公布〈中華民国民法・第 4 編親属 第 2 章婚姻 第 2 節結婚 第 985 條〉（原文：有配偶者、不得


























                                                   
28 白水 2001、pp.184-185 参照。 
29 白水 2001、p.184。 
30 1950年 4月 13日に中央人民政府委員会第 7次会議を通過し、1950年 5月 1日に公布された（大塚 1985、
p.142 参照）。 
31〈中華人民共和国婚姻法・第 1 章原則 第 1 条 第 2 条〉（原文：第 1 條 […] 實行男女婚姻自由、一夫
一妻、男女權利平等、[…] 。第 2 條 禁止重婚、納妾。[…]）人民出版社編《中華人民共和国婚姻法》人民
出版社、1953、p.1 参照。尚、同書の初版は 1950 年 5 月である。 
32 陳独秀（1879-1942）：安徽省安慶生まれ。文学革命の提唱者。中国共産党初代総書記。字は仲甫。1901
年から日本に留学、帰国後は革命運動の組織などを設立。袁世凱軍との交戦（第二革命 1913.7-1913.9）に
失敗し、1913 年日本に亡命、1915 年に帰国し、上海で《青年雑誌》を創刊する。1917 年から 1919 年は
北京大学文科学長。1917 年以降白話文の提唱を開始する。1921 年 7 月には中国共産党を結成する。 
33 《青年雑誌》《新青年》（1915.9.15-1926.7.25）：1915 年 9 月に《青年雑誌》として創刊され、1916 
年 9 月第 2 巻第 1 号から《新青年》に改題された。第 9 巻第 6 号（1922.7.1）までの編集にはほぼ陳独秀 
があたる。当初は啓蒙的総合誌の性格が強かったが、《新青年》と改題した前後から儒教批判を強め、ま 






批判に論陣を張り、思想啓蒙の上で大きな役割を果たした36。1917 年 1 月の《新青年》（第
2 巻第 5 号）には、アメリカに留学中の胡適から〈文学改良芻議〉37が寄稿され、「文学革
命の口火38」が切られた。翌月の《新青年》（第 2 巻第 6 号）には、陳独秀の〈文学革命論〉
39が掲載され、西洋文学に倣う文学革命が呼びかけられた。そして翌年 1 月の《新青年》（第
4 巻第 1 号）には、白話と新式標点記号が採用された胡適や劉半農40、沈尹黙（1883-1971）
による白話詩（9 種）が掲載され、5 月の《新青年》（第 4 巻 5 号）には、中国の最初の近
代小説とされる魯迅41の〈狂人日記〉が発表されるに至る。 
このような《新青年》の文学革命に呼応するかのように、《新潮》42、《小説月報》43や《東
方雑誌》44などの雑誌も 1920 年以降には全て白話を採用するようになった45。 
五四新文化運動の動きは中国本土のみならず、日本に留学中の中国人にも芽生えていた。
                                                   




虚飾的であるな」、「６、科学的であれ、空想的であるな（邦訳は野村 1990、p.4）」である。     




の 8 項目が掲げられ、説明が加えられている。 












42 《新潮》（1919.1-1922.3）：月刊文学雑誌。1919 年 1 月、北京大学の学生・羅家倫や傅斯年などによ
って創刊された。五四運動以後は周作人も編集を担当する。 
43 《小説月報》（1910.7-1931.12）：月刊文学雑誌。1921 年 1 月、北京で文学研究会が結成されると、同
会の機関誌となり、沈雁冰（茅盾）が主編となって、新文学の提唱、文学研究会会員の創作の発表、西欧
新文学の紹介・翻訳に務める。 
44 《東方雑誌》（1904.3-1948.12）：商務印書館の総合雑誌。最初は月刊、第 17 巻（1920.1）より半月刊
となり、ロシアや東欧、日本、欧米、インドの文学作品が訳掲されるようになる。 
45 吉田 1996、p.28。 
18 
 












                                                   





48 郁達夫（1896-1945）：浙江省富陽県生まれ。本名は文。1919 年 10 月東京帝国大学経済学部入学、1922
年 3月に卒業するが、文学部言語学科に再入学し 7月に帰国する。1925年に武昌師範大学の教授となるが、
まもなく辞職して創造社の再建に参加する。 
49 創造社は 1921 年 6 月東京で結成され、1929 年 2 月国民党政府によって禁止されるまで約 10 年間上海
を中心に活動を続け、《創造叢書》のほか、《創造季刊》《創造週報》《創造日》《洪水》《創造月刊》
《文化批判》《流沙月刊》など十数種の雑誌を発行した（吉田 1996、p.51 参照）。 
50 工藤 2010 は、創造社のメンバーとなる田漢が 1920 年 3 月 18 日に厨川白村を訪問していること、及び
郭沫若が発表した〈論国内的評壇及我対於創作上的態度〉（《時事新報・学灯》1922.8）や〈暗無天日的
世界（答弁）〉（《創造週報》第 7 号、1923.6）に使われる“苦悶的象徴”は、厨川白村の「苦悶の象徴」









の 1 人。 
54 《詩》（1922.5-1923.5）：（2 巻 2 期、総 7 期）。中国新詩社編集による、近代中国で最初に出された
現代詩の専門誌（月刊）。主な編集者は朱自清、劉延陵、葉紹鈞ら。 







































61 林紓・王子仁訳《巴黎茶花女遺事》素隠書局、1899（原作は、Alexandre Dumas fils（1824-1895） 
























                                                   
62 張競 1995b、p.77。 
63 張競 1995b、pp.76-82。 









66 陳国恩他 2009、p.3。但し、阿英編《晩清文学叢鈔 俄羅斯文学訳文巻》（上巻、北京中華書局、1961）
には、イソップ寓話の翻訳として 1900 年の任廷旭訳〈克魯洛夫寓言 三篇〉（《俄國政俗通考》広學会）
が収録されている（pp.1-3）。 




















依然としており、恋愛の普及には時間を要した。そこで、1918 年 5 月、周作人72は「日本
の先覚者たちの言論を中国人に読ませたい73」と、与謝野晶子（1878-1942）の「貞操は道
徳以上に尊貴である」を抄訳（〈貞操論〉《新青年》第 4 巻第 5 号）し、与謝野晶子が唱え
る貞操観、恋愛観、結婚観を紹介した。2 か月後、胡適も〈貞操問題〉（《新青年》第 5 巻第
1 号、1918.7）を掲載するなど、知識人により恋愛の意味が問われ始めた74。尚、《新青年》




1920 年代に入ると、E. Key や E. Carpenter の恋愛思想が日本を経由して中国に数多く
紹介されるようなる。例えば、女子教育の振興を目的とした《婦女雑誌》75には、幼雄訳〈愛
倫凱之更新教化論〉（《婦女雑誌》第 7 巻第 6 号、1921.6、底本：本間久雄「その更新的
教化論」『エレン・ケイ思想の真髄』）や Y.D.訳〈近代的恋愛観〉（《婦女雑誌》第 8 巻
第 2 号、1922.2、底本：厨川白村「近代の恋愛観」）、Y.D.訳〈告失恋的人們〉（《婦女
                                                   




73 周作人訳〈貞操論〉《新青年》第 4 巻第 5 号、1918.5、p.386。（原文：我的意思，不過希望中國人看
看日本先覺的言論） 
74 張競 1995b は、周作人訳の〈貞操論〉を 1920 年代の恋愛観の受容の前段階と捉えている（p.164 参照）。 
75 《婦女雑誌》（1915.1-1931.12）：上海商務印書館発行の月刊誌。1921 年に主編者に章錫琛を迎え、1925 






















また白水 1995 は、E. Key の恋愛論のキーワードは、（1）霊肉一致の恋愛、（2）恋愛
の自由、（3）自由離婚、（4）人の進化であり、E. Key の恋愛論は、権利と義務、強迫と
占有の存在しない、独立した人格をもつ自由な男女の精神的肉体的関係を追求したものだ
ったとし、《婦女雑誌》における E. Key の理解については、本間久雄の著作の翻訳による
ところが大きいと指摘する81 
本論文においては、厨川白村説く「第三段階」を「近代の恋愛観」と定義づけ、この概 
                                                   
76 村田編 2005 は、1920 年から 25 年の間、《婦女雑誌》に日本語から翻訳された記事編数を 1920 年 10 
編、1921 年 18 編、1922 年 31 編、1923 年 16 編、1924 年 10 編、1925 年 3 編としている（p.26）。 
77 章錫琛（1889-1969）：浙江省紹興生まれ。出版家。1912 年から 1925 年に上海商務印書館で《東方雑
誌》の編集、《婦女雑誌》の主編を務める。1926 年 1 月《新女性》を創刊、8 月には開明書店を創設する
（《中国大百科全集・新聞 出版・》中国大百科全書出版社、1990、参照）。  




79 西槇 1993、p.83。 
80 厨川 1922、pp.14-17。 




















１）分散骨肉戀 趨馳名利牽 一奔塵埃馬 一汎風波船     （白居易〈寄江南兄弟〉） 
（分散して骨肉恋い 趨馳して名利に牽かる 一は塵埃の馬を奔らせ 一は風波の
船を汎かぶ83） 
 
  ２）寒蟬淒切,對長亭晩,骤雨初歇, 都門帳飲無緒,留戀處,蘭舟催發。[…] 
多情自古傷離別,更那堪,冷落清秋節               （柳永〈雨霖鈴〉） 
（ひぐらしの声せつなし 宿場の夕暮れどき 通り雨のいま過ぎし あと城門のか 
たわら 酌みかわす別れの杯もうたてし 去りがてに 舟人は出船を告げぬ […]  
恋多き人の別れを痛むは世のならい されど すさまじきものはうらぶれの秋の別 
れ84） 
 
                                                   
82 張競 1993、pp.7-8。 
83 高木正一注『白居易 下』第 13 巻、岩波書店、1958、p.81。 












































確認のため、《佩文韻府》87で“□＋恋”、“□□＋恋”構造の 2 字語、3 字語の意味を調




①“□＋恋”（41 語）  
    恋恋 相恋 眷恋 慈恋 顧恋 志恋 感恋 仰恋 鲠恋 追恋 
攀恋 悚恋 歎恋 悲恋 繋恋 婉恋 愛恋 慕恋 夢恋 […] 
②“□□＋恋”（48 語） 
    駑馬恋 犬馬恋 北風恋 臣子恋 浮物恋 危城恋 呉質恋 骨肉恋 南咳恋  







                                                   






一字により 106 韻の順に並べたもの。張玉書ら多数の学者が編纂し、1711 年に刊行された。（『日本大百
















３）余能奈可波 古飛斯宜志恵夜 加久之阿良婆 烏梅能波奈尓母 奈良麻之勿能怨     
（豊後守大伴大夫『万葉集』巻 5・819） 
（世の中は 恋繁しゑや かくしあらば 梅の花にも ならましものを92） 
 
４）比多知散思 由可牟加里母我 阿我古比乎 志留志弖都祁弖 伊母尓志良世牟           
                                              （物部道足『万葉集』巻 20・4366） 





                                                   
88 『日国』第 1 巻、p.1842。 
89 『日国』第 1 巻、p.1842。 
90 政宗敦夫編『万葉集総索引 単語編』白水社、1931、p.371 を参照。 
91 佐藤 1999 は、『万葉集』には名詞形の「恋」が 160 余使用されていると指摘する（p. 267）。 



























「中古」：恋歌 恋死 恋諸 恋慕   
「中世」：恋路 恋心 恋慕 恋恋  
「近世」：愛恋 恋男 恋仲 恋人 恋慕 恋恋 初恋 […] 
「明治期」：眷恋 恋歌 恋風 恋草 恋人 恋死 恋文 片恋 初恋 恋愛 恋慕  
      恋慾  恋物語 恋ごろも 恋ざめ 恋わずらひ 恋の神 恋の花 […] 
          恋愛観 恋愛談 恋愛論 恋愛関係 恋愛結婚 恋愛小説 恋愛文学 












                                                   
95 佐藤 1999 も、動詞の「恋ふ」は『万葉集』に 420 余あり、その意味は、「『古事記』歌謡の如く、男
女の恋愛関係をさす場合と、『日本書紀』歌謡の如く、人や土地、植物などを思い慕う、めでる場合とに
大別できると指摘する（p.267）。 

























   
中国本土における近代的な女子教育は、19 世紀半ばキリスト教宣教師により女学校が創
設されたことに始まるが、清国政府による女学の学校制度は 20 世紀に入ってからとなり、
女子に大学の門戸が開かれたのは 1920 年以降となる。但し 1930 年代初めまでには大学レ
ベルでの男女共学がほぼ実現し、女子の高等教育は 1920 年代に急速に進められた。 




















              ―〈恋愛〉の成立をめぐって―   






英語 love の訳語として、「愛恋」「恋慕」などとともに用いられ、やがて明治 20 年代から「恋
愛」が優勢になった2」とあり、近代訳語として中国語から借用されたと記されている。ま















                                                   
1 「恋愛」の語誌研究としては、広田 1969、飛田 2002、寒河江 2006、文学研究としては佐伯 1998、平 
石 2012、思想史研究としては柳父 1982、松永 1993、原島 1997 などがある。 
2 『日国』第 3 巻、p.1328。 
3 張競 1993、p.8。また張競 1993 は“恋愛”は宋代の文献にみられるが、それは現代語の意味ではないと
指摘する（p.8）。但し、張競 1995b 及び張競 1993 には詳細な語誌研究はみられない。 










第 1 節では、中国語の古典にみられた“恋愛”の意味と 19 世紀中葉から 20 世紀初頭ま
での英華・華英字典にあてられた“恋愛”の意味を対照して、近代訳語“恋愛”の成立と
その意味を確認する。第 2 節では、明治期の日本語における訳語「恋愛」の訳出とその意
味の普及について、中国語からの借用（第 1 項）、翻訳における意味（第 2 項）、『女学雑誌』
を中心とした知識人の言説（第 3 項）などから考察する。第 3 節では、「恋愛」の中国語へ
の逆移入について、20 世紀初頭（第 1 項）と 1910 年代（第 2 項）に分けて移入の段階を

















                                                   











３）彼含其勸，則無參商之虞矣；伐其仙姿，無戀愛之心矣；灰其靈竅，無才思之情矣。             





思を慕う情もなくなろう9）    
  
４）長房回說：「自恨識浅学疏，不能悟徹真理，妄自戀愛家庭，即與道心相背，所以蘊 
蓄五衷。」                  （無垢道人《八仙全伝》第 52 回）10 










                                                   






















習得を目的とした英華･華英字典の編纂が始まり、1815 年から 1823 年には、R. Morrison
（1782-1834）により 3 部 6 巻からなる華英・英華字典 A Dictionary of the Chinese 
Language（1815-1823）14が刊行された。その第 3 部の英華字典 A Dictionary of the Chinese 
Language（1822）では love の訳語として“恋愛”はみえないが、漢籍にもみられた“愛
恋”があてられている（用例 5）。 




の古典では、「こい」は“情”で表された16。R. Morrison の英華字典にも Love or natural 
                                                   








14 第 1 部は《字典》（全 3 巻、1815、1822、1823）、第 2 部は《五車韻府》（全 2 巻、1819-1820）、
第 3 部は A Dictionary of the Chinese Language（全 1 巻、1822）の 3 部 6 巻から成る。 
15 朱鳳 2009、p.19。 
16 張競 1993 においても「男女のあいだの恋の感情はしばしば「情」ということばで表現されている。漢
34 
 
affection is often expressed by 情とあり、当時の中国語では「こい」が“情”で表現され
たことが分かる。 
 
５）【Love】to regard with affection, 愛．To love ardently,愛慕，愛戀，切愛，系戀，眷
戀． […] Love or natural affection is often expressed by 情；夫婦之情深
如山海，the love of husband and wife is deep as the mountains base or the 
sea. The word tsing, like the English word love, is also used in a dissolute 
sense.                   （A Dictionary of the Chinese Language, 1822） 
 
R. Morrison の字典を受け継ぐ形で編纂されたのが、W. H. Medhurst（1796-1857）の英
華・華英字典である。1842年から1843年に刊行された華英字典の【恋】には、to love tenderly
の意味として“恋愛”が収録されている17。この W. H. Medhurst の華英字典の漢字語は、
R. Morrison の字典及び《康煕字典》に拠るところが大きいとされる18。確かに《康熙字典》
の【恋】には、《後漢姜肱伝》の用例として“兄弟相恋”（兄弟が恋しく思う）がひかれて
おり、W. H. Medhurst が参照した可能性が高いが、ここでの“相恋”は男女に特定された
ものはない。その後、W. H. Medhurst が 1847 年から 1848 年にかけて刊行した英華字典
においても、to love with compassion の意味として“恋愛”があてられている19（用例 7）。




６）【恋】to long after. 相戀,to love one another.  戀慕,to hanker after.   
戀愛,to love tenderly, 戀妓,to a hankering after women.   
                       （Chinese and English Dictionary, 1842-1843） 
                                                                                                                                                     
代の末頃から「情」はこの意味で使われはじめ、最初はおもに詩のなかにあらわれていた」と指摘される
（p.11）。 
17 W. H. Medhurst は、滞在先のバタヴィアで日本の書物を数冊入手し、1830 年に An English and  
Japanese and Japanese and English Vocabulary、更に 1835 年に Translation of a Comparative  
Vocabulary of Chinese, Corean and Japanese Languages を同地で刊行しているが、これらの字典には 
“恋愛”の収録はみられない。 
18 宮田 2010 は、W. H. Medhurst の華英字典の前半は R. Morrison の辞典の影響が著しいが、後半は《康 
煕字典》から直接用例を拾っていると指摘する（p.67）。 
19 柳父 1982、及び『明治のことば辞典』（1986）は、辞典類での早期の“恋愛”の収録について、この 
W. H. Medhurst の《English and Chinese Dictionary》（1847-1848）をあげている。 
35 
 
７）【Love】to love 愛，好．戀愛,to love with compassion. 
                        （English and Chinese Dictionary, 1847-1848） 
 
この W. H. Medhurst の字典の訳語を多く収録して編纂され、日本語にも影響を及ぼした
とされるのが、次にあげる W. Lobscheid（1822-1893）の《英華字典》（1866-1869）であ
る。用例 8-1 にあげるように、【Eagerness】【Fond】【Heart】【Love】には、それぞれ fervor、
doting、the heart set upon a thing、to love tenderly, as a mother a child と意味が付けら
れており、意味範囲の広いものである。但し、同じ W. Lobscheid《英華字典》（1866-1869）
には、男女に特定された意味を持つ“恋愛”や“恋愛”の複合語もみられた20。特に、用例
8-2 にあげる意味・用法からは、W. Lobscheid が“恋愛”を男女の情愛を表す言葉として
も捉えていたことが窺える。 
 
8-1）【Eagerness】ardor, 熱心,憤力；fervor, 戀慕, 戀愛  
【Fond】foolish,呆,癡,癖；[…]；doting, 戀愛, 貪愛 
【Heart】心 […] ；the heart set upon a thing, 癡心, 癡愛, 戀愛  
【Love】愛, 好, 怟,  […] ；to love tenderly, as a mother a child, 慈, 痛惜, 痛 
愛, 疼愛, 慈幼, 戀愛, 字；                  （《英華字典》1866-1869） 
 8-2）【Amatorial, Amatory】amatory expression, 關愛, 戀愛之言 
    【Amorado】inamorato, 貧色之人, […] 戀愛之人 
      【Amorous】to be in love, 相思, 戀愛 
【Attachment】affection, 愛情, 戀愛, […] attached to one as a butterfly is to the  
flower, 人之戀愛如蝴蝶之戀花             （《英華字典》1866-1869） 
 
次の用例 9 は、 W. Lobscheid の《漢英字典》（1871）で、中国語学習やキリスト教関係
の文献の研究に役立てる目的で、W. Lobscheid によって刊行された。本書は従来の字典で
                                                   
20 寒河江 2006 は、W. Lobscheid の《英華字典》に収録された“恋愛”と“恋愛”の複合語として、15
の見出し項目（Amatorial（Amatory）, Amorado, Amorous, Amorousness , Attachment, Dotage , 
Dote, Eagerness, Enamored, Endearment, Fond, Heart, Love, Pant, Panting） をあげている。また、
寒河江 2006 は、井上哲次郎により増訂された『訂増英華字典』（1883-1885）と対照して、『訂増英華字










９）【恋】戀愛,to love tenderly；amorous；戀愛之人,an inamorato； （《漢英字典》1871） 
              
用例 10-1 は、鄺其照22により編纂された英華字典《字典集成》（1868 初版）の第 2 版（1875）
で23、用例 10-2 の《華英字典集成》（1887）は、その第 3 版である。《華英字典集成》は《字
典集成》を踏襲し、書名を改めて発行された24。【Love】の項に“恋愛”はみえるが、その
意味はやはり to love tenderly である25。 
 
10-1）【Love】Love, to 愛,好．to love tenderly 疼愛,戀愛．          （《字典集成》1875） 
 10-2）【Love】Love, to 愛,好．to love tenderly 切愛,戀愛．      （《華英字典集成》1887） 
 
また用例 11 の An Analytical Chinese-English Dictionary は、携帯に便利、廉価で一般
学生の需要を満たす範囲の言葉を収録することを目的として、F. W. Baller により刊行され
た漢英字典である26。【恋】をみると、“恋愛”は strongly attached to とあるが、男女に特
定されてはいない。 
 
11）【恋】to hanker after；戀愛,strongly attached to. 
                      （An Analytical Chinese-English Dictionary, 1900） 
                                                   
21 宮田 2010、p.253 参照。 
22 鄺其照（1836-？）:広東省新寧県生まれ。《字典集成》（1868 初版）は、中国人学生の英語学習のた
めに編纂された（内田 2010、pp.134-135 参照）。 
23 《字典集成》は、中国人により初めて編纂された英華字典である。 
24 宮田 2010 は、《字典集成》（初版 1868）の主な底本は W. H. Medhurst の English and Chinese 
Dictionary（1847-1848）で、《字典集成》（第 2 版 1875）の主な出典は《字典集成》の初版であろうと
指摘する（pp.183-194）。また内田 2001 は、《字典集成》（初版 1868）は語彙数が約 8,000 語であった
が、《字典集成》（第 2 版 1875）は約 12,000 語収められたと指摘する（pp.230-231）。 
25 尚、1902 年に商務印書館より出版された《商務書館華英音韻字典集成》の【Love】には、to love ardently
“熱愛,切愛,眷恋”が付され、“恋愛”はみられない。 





中国人教授らにより編纂された 1908 年の《英華大辞典》である27。 
 
12）【Love】v.t. To like, 愛, 好, 喜, 樂；[…] to regard with affection, 戀愛; 
n. An affectionate devoted attachment, especially that passionate 
all-absorbing from of it, when the object is one of the opposite sex, 男女
相愛之情, 愛情, 愛心, 戀愛, 呢愛;   
      【Fervently】to desire fervently, 戀慕, 戀愛． 
      【Heart】To lose one’s heart, to fail in love, 迷戀, 戀愛, 鍾愛, 鍾情, 相思: 







 13）【恋愛】謂男女相悦也。（男女が好きになること）          （《辞源》1915） 
14）【恋愛】男女相愛．（男女が好きになること）         （《王雲五大辞典》1930） 
15）【恋愛】男女相愛雨下裏捨不得分離。            （《標準語大辞典》1935） 
       （男女が愛し合い、雨の中でも離れがたい）                                           
16）【恋愛】指男女相悦。（男女が好きになること）           （《国語辞典》1945） 
 





                                                   










にも指摘されるように、中村正直28が 1870-1871 年に、S. Smiles（1812-1904）の Self-Help
の改訂版（1867）を翻訳した『西国立志編』だと思われる。中村は底本の fallen deeply in 
love を「深ク恋愛シ」と訳し、「恋愛」を「こい」を含意した言葉として捉えている。 
 
17）to have fallen deeply in love with a young lady of the village29，                        
李嘗テ村中ノ少女ヲ見テ．深ク戀愛シ． 
（中村敬太郎訳『西国立志編』第 2 編、木平謙一郎、1871、p.13）30 
また「恋愛」が「こい」を含意する名詞として翻訳されたのは、加藤弘之31の「米国政教」
32（1874）だと思われる。原著はアメリカの牧師・J. P. Thompson（1819-1879）によりド






により、多く唱えられた。近代訳語「自由恋愛」については、第 5 章で詳しく論じたい。 
 
18）Nun ist auf der einen Seite bei den Mormonen die Polygamie Glaubensartikel，
auf der andern beanspruchen die Free-lovers das Recht des Wechsels in den 
                                                   
28 中村正直（1832-1891）：中村敬宇、中村敬太郎は号、別称。1873 年に福沢諭吉、森有礼、西周、加 
藤弘之らと明六社を設立し、啓蒙誌『明六雑誌』（1874.4 創刊-1875.11 終刊）の執筆者の 1 人である。 
29 S. Smiles, Self-Help, London: J. Murray, 1876, p.43.  
30 引用は、近代デジタルライブラリーに拠る。 
31 加藤弘之（1836-1916）：『明六雑誌』の執筆者の 1 人で、1881 年に初代旧東京大学初代綜理（1887.1 
まで）、1890 年に東京帝国大学の第 2 代総長となる。 








張スルノ風アリ     （加藤弘之訳「米国政教 第 4 章」『明六雑誌』第 13 号、1874.6、p.2） 
 
更に「恋愛」が、「男女間の情愛」の意味に特定された名詞として使用されたのが、中村
正直が S. Smiles の Character（1871）を翻訳した『西洋品行論』（1878-1880）である。

























愛」をあてたのであろうか。これは、中村が 1872 年から 6 年の歳月をかけて W. Lobscheid
の《英華字典》（1866-1869）を校正し、『英華和訳字典』（1879-1881）を刊行したことと
関係がありそうである37。前述したように、W. Lobscheid の《英華字典》には、訳語とし
                                                   
33 J. P. Thompson, §4. Religion, kein Deckmantel für Laster oder Hochverrath, Kirche und Staat  
in den Vereinigten Staaten von Amerika, Berlin: Leonhard Simion, 1873, s.11. 
34 中村正直訳「第 11 編 婚姻ノ伴侶」『西洋品行論』珊瑚閣、1880、p.33。 
35 広田 1969 は、『西洋品行論』で訳出された「恋愛」と「愛恋」について、「恋愛」を名詞、「愛恋」
は一例を除いて動詞というように使い分けていると分析している（p.36）。 








 8-1）【Eagerness】ardor, 熱心,憤力；fervor, 戀慕, 戀愛；  
【Fond】foolish,呆, 癡, 癖；[…]；doting, 戀愛, 貪愛；  
【Heart】心 […] ；the heart set upon a thing, 癡心, 癡愛, 戀愛；  
【Love】愛,好,怟, […] ；to love tenderly, as a mother a child, 慈, 痛惜, 痛愛,  
疼愛, 慈幼, 戀愛, 字；                   （《英華字典》1866-1869）                     
20-1）【Eagerness】n. ardor, 熱心,,憤力, […]；fervor, 戀慕, 戀愛, コリカタマリテ ヲ
ルコト, kori-katamarite oru koto；  
【Fond】a.foolish,呆,癡,癖, […] doting, 戀愛, 貪愛,コヒシタフ, koi-shito
_
；  
【Heart】心, […] ；to set the heart on, 癡愛, 戀愛,バカニナツテアイス，baka ni  
         natte aisu, ハナハダ アイスル, hanahada aisuru；  
【Love】v. t. 愛, 好, 怟, […] ；to love tenderly, as a mother a child, 慈, 痛惜, 痛愛,
疼愛, 慈幼, 戀愛, 字, ジアイスル, ji-ai suru, イツクシム, itukushimu；                  
（『英華和訳字典』1879-1881） 
 8-2）【Amatorial, Amatory】amatory expression, 戀愛之言 
    【Amorado】inamorato, 貧色之人, […] 戀愛之人 
      【Amorous】to be in love, 相思, 戀愛 
【Attachment】affection, 愛情, 戀愛, […] attached to one as a butterfly is to  
the flower, 人之戀愛如蝴蝶之戀花          （《英華字典》1866-1869） 
20-2）【Amatorial, Amatory】amatory expression, 戀愛之言,アイレンノコトバ, airen  
no kotoba; 
    【Amorado】inamorato, 貧色之人, […] 戀愛之人,イロヲコノムヒト, iro wo  
konomu hito, コヒビト, koibito. 
       【Amorous】to be in love, 相思, 戀愛,スイテイル, suite iru, ホレテイル, hore  
te iru; 
                                                                                                                                                     




【Attachment】affection, 愛情, 戀愛, […] シタシミ, shitashimi,アイジョウ, aij
o
_
, オモヒシタフコト, omoi shito
_
 koto,  […]  38  
                                                         （『英華和訳字典』1879-1881） 
                        
中村が「恋愛」に付している片仮名をみると、【Eagerness】の fervor に「コリカタマ
リテ ヲルコト」、【Heart】の to set the heart on に「ハナハダ アイスル」、【Love】の
to love tenderly, as a mother a child には「ジアイスル、イツクシム」とあり、意味範囲
が広い言葉として捉えているようにみえる。但し用例 8-1 の【Fond】の doting に付され
た「コヒシタフ」や、用例 8-2 の【Amorado】の inamorato に付された「コヒビト」、








 図版１【Mingenoot】恋愛スルベキモノ        （『道訳法児馬』1833、p.342）40 





39 『道訳法児馬』は、H.Doeff が 1811-1812 年頃、語学向上のため、数人の通詞と相談、協力して 
F.Halma の蘭仏辞書（原書）の第 2 版（1729）をもとに蘭和辞書を作製し、草案を長崎奉行に献上、そ 
の後幕府が 11 人の通詞に Doeff の草稿を更に検討し書写することを命じたもの（通称「長崎ハルマ」）。 
1816 年に一部が完成し Doeff も「緒言」を書いたが、全体が完成したのは 1833 年である（永嶋 1996、 
p.21 参照）。 
40 引用は、松村明監修『近世蘭語学資料第Ⅲ期 道訳法児馬 第 4 巻 L～N』（ゆまに書房、1998、p.342） 
である（東京大学総合図書館所蔵）。同書の凡例には、1833 年発行の静嘉堂文庫所蔵本を底本として忠 
実に複製したとある。尚、京都大学及び九州大学所蔵の 1816 年版『道訳法児馬』には、【Mingenoot】 
愛スルベキモノ、とあり、「恋愛」の表記はみえない。尚、Mingenoot は『蘭和大辞典』（1986）には、 
未収録であるが、【Minnarr】と【Minne】には、次のような意味が付されている。【Minnarr】m. 戀 
人，愛人，情夫，姦夫； 情事，戀愛，戀；【Minne】v. 愛，愛情，慈愛，慈悲，敬慕，崇敬，戀愛；。 
42 
 
当時の蘭通詞は、R. Morrison の A Dictionary of the Chinese Language（1815-1823）










21）【Minnaat】愛スル人                    （『波留麻和解』1796） 
22）【Mingenoot】愛 ス
（ママ）
ベキモノ。睦キ間               （『訳鍵』1810） 
23）【Mingenoot】恋
（ママ）
愛スルベキモノ               （『道訳法児馬』1833） 
24）【Mingenoot】愛スルベキ者                       （『和蘭字彙』1855） 
 25）【Love】s. 愛．恋
（ママ）
．財寳                （『英和対訳袖珍辞書』1862）   
 26）【Love】v.t. 愛スル、好ム、慕フ、戀慕スル．慈愛スル 
     n. 愛情．寵愛、仁恵、戀慕、愛国ノ情、愛着      （『英和字彙』1873） 






                                                   
41 朱鳳 2009 は、モリソンが 1828 年 11 月にロンドン伝道会の本部に宛てた書簡の中に、The Japanese 
translators are rendering Morrison’s Dictionary into the Japanese Language!と記されていることから
判断して、R. Morrison の A Dictionary of the Chinese Language が、1828 年以前にすでに日本に入って
いたに違いないと指摘している（p.195）。 
42 『波留麻和解』は、F.Halma の蘭和辞書をもとにして、稲村三伯（1759-1811）が中心となり、13 年を
費やして編纂したもの（通称「江戸ハルマ」）。『訳鍵』は稲村三伯の門人・藤林普山泰助（1781-1836）
が『波留麻和解』を縮抄したもの。また『和蘭字彙』は、桂川甫周（1826-1881）による『道訳法児馬』
の改訂版で、前部は 1855 年、後部は 1858 年に出版された（永嶋 1996、pp.16-24 参照）。 




ある。最初の日本語訳聖書と言われる44Karl Friedrich Gutzlaff 訳『約翰福音之伝』(1837）
45 の約翰 15 章 9 節では、love は「メグミ」と訳され、James. Curtis. Hepburn 訳『約翰
傳福音書』（1872）46の約翰 15 章 9 節でも、love は「いつくしむ」と訳されている。また
Hepburn 編『語林集成』47でも【love】は、choai; itsukushimi; ainen; joai; koi; rembo; noroke.
















27-1）Rom．I take thee at thy word：Call me but love, and I’ll be new baptiz’d；

































                                                   




Karl Friedrich Gutzlaff （1803-1851）：ドイツ生まれ。1827 年バタビアでロンドン伝道会の W. H.  
Medhurst と出会い、その影響で中国語および日本語を学ぶ。1835 年からマカオにあったイギリス商務 
庁の中国語通訳官になる（鈴木 2006、pp.55-56 参照）。 
46 J.C.Hepburn 訳『約翰傳福音書』米国聖書会社、1872、p.65。 
James. Curtis. Hepburn（1815-1911）：アメリカ長老派教会宣教師、医師。Hepburn は『約翰福音之
伝』と中国語訳聖書をもとに、1872 年に『新訳聖書馬可伝』（1872）と『新訳聖書約翰伝』（1872）を
完成させた（鈴木 2006、p.77）。 
47 J.C.Hepburn『和英語林集成』1867 初版、1872 再版、1886 第 3 版。 
48 和英の部にも、renai の見出し語はないが、【RENBO レンボ 戀慕】に、初版 Love. To love.、再版 Love 
between the sexes. To love.、第 3 版 Love between the sexes. To fall in love with.とある。 
49 「落花の夕暮」は、1885 年 4 月 7 日から 5 月 7 日までの『郵便報知新聞』に断載された（全 9 回）。 
第 1 回目（４月 7 日）訳の後記に「叢話記者白す[…]セキスピーヤの筋書き中最も巧妙なる小話を以てす 
べし」と記されており、抄訳である。 
50 William Shakespeare, The Works of William Shakespeare. The text revised by The rev. Alexander  
Dyce., Vol.VI., London：Chapman and Hall, 1866, p.411. 
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（1859-1935）による全訳『露妙樹利戯曲 春情浮世之夢』では、同箇所（第 2 回第 1 幕）
のロミオの発話には「君が言葉に從かふほどに我を指して情人と呼びたまへ52」と「情人」
があてられていた。ところが第 1 回第 3 幕の夫人の発話や第 2 回第 3 幕のロミオの発話で
は、原文の love や wounded に「恋愛」があてられ、「こゐしう」「れんあい」のルビがつ
けられている53。 
 
28-1）La. Cap.  What say you?  Can you love the gentleman?  This night you shall 






（第 1 回第 3 幕）  （河島敬蔵訳『露妙樹利戯曲 春情浮世之夢』耕文舎、1886、p.40）55 
28-2）Rom. […] That’s by me wounded: both our remedies56 
ロミ「[…]其女こそ真實小生を戀愛
れんあい





                                                   
51 引用は、『明治翻訳文学全集《新聞雑誌編》シェイクスピア集Ⅰ』大空社、1996（影印）。 
52 河島敬蔵訳『露妙樹利戯曲 春情浮世之夢』耕文舎、1886、p.79：『シェイクスピア翻訳文学書全集 
3 春情浮世之夢』大空社、1999（影印）。 
53 1886 年の河島敬蔵訳『露妙樹利戯曲 春情浮世之夢』では、Love は「恋情」と訳されたものが多い。
広田 1969、pp.34-35 も、この 2 例を戯曲の翻訳の早い用例としてあげている。また広田 1969 は 1872 年
から 1875 年に翻訳された『通俗 伊蘇普物語』（渡部温訳）や 1878 年から 1879 年に翻訳された『欧州奇
事 花柳春話』（丹羽純一郎訳）では、「恋慕」や「愛恋」が使用されていたと指摘する（p.33）。 
54 William Shakespeare,The Works of William Shakespeare edited by W.G.Clark and W.A.Wright, 
1865, Vol. VII, London：Macmillan and Co., p.48. 
55 引用は、『シェイクスピア翻訳文学書全集 3 春情浮世之夢』大空社、1999（影印）。 
56 William Shakespeare, The Works of William Shakespeare edited by W.G.Clark and W.A.Wright, 
1865, Vol. VII, London：Macmillan and Co., p.22. 
57 『欧米政典集誌』は、欧米の憲法や行政法の法令学説を翻訳紹介することを目的として、1886 年 8 月 





























                                                   
59 松沢弘陽・井田進也「解題」『中江兆民全集 8』岩波書店、1984、p.346。尚、仏学塾は、中江兆民がフ 
ランス語の教授を目的として、1874 年 8 月に東京都に「家塾開業願」を提出して開校したもので、1887 
年には、兆民が校閲し、野村泰亨、伊藤大八、初見八郎らの塾生が纂訳して、日本最初の本格的な仏和辞 
典『仏和辞林』（仏学塾）を刊行した。 
60 松永 1993、p.167。 
61 それは、1898 年に塾生の 1 人野村泰亨が編纂した『仏和辞典』（森則義共著、大倉書店）では、【amour】 
が①愛情②懇篤などと訳され、更に 1915 年に野村泰亨が増訂した『新仏和辞典』（大倉書店）でも、【amour】 
が①愛②愛情③熱愛などと訳され、「恋愛」が未収録であったことからも窺える。 
























ふものにて。（第 7 回） 
30-3）それを君
きみ









































































































                                                   
63 佐伯 1998、p.20。 


























































（撫象子（巌本善治）「谷間の姫百合 第四巻（大尾）」『女学雑誌』第 234 号、1890.10、p.241） 
    
このように、1880 年代末から 1890 年代初めの『女学雑誌』で「恋愛」の「高尚な精神
性」が論じられるなか、「戀愛何物ぞ、男女交際何物ぞ、自由結婚何物ぞ65」と、「恋愛」に
うつつを抜かしている青年男女を憂う声もあった。これに対し、巌本は 1891 年 8 月の『女
学雑誌』に「非戀愛を非とす」と題する論文を書き、「戀愛は神聖なるもの也66」と反論、
更に翌年 2 月には、北村透谷の「厭世詩家と女性」が掲載された67。 
 
34）戀愛は人生の秘鑰なり、戀愛ありて後人世あり、戀愛を抽き去りたらむには人生何






  平石 2010 は、当時「精神面を強調したロマンティック・ラブ・イデオロギーの理念を
浸透させた」のは、この『女学雑誌』であった指摘する71。肉体性を排除した「高尚な精神
性」という意味が込められた「恋愛」は、1880 年代末から 1890 年代初めの『女学雑誌』
を中心に、議論されることにより、まず言葉の流行が始まり言葉によって支持され、勇気
                                                   
65 徳富蘇峰「非戀愛 青年男女の恋愛について論を立つ」『国民之友』第 125 号、1891.7、p.102。 
66 撫象子（巌本善治）「非恋愛を非とす」『女学雑誌』第 276 号、1891.8、p.17。 
67 「厭世詩家と女性（上）」は『女学雑誌』第 303 号、1892.2 に、「厭世詩家と女性（下）」は第 305 
号、1892.8 に掲載された。 
68 木下尚江「福沢諭吉と北村透谷 ―思想史上の二大恩人―」『明治文学研究』第 1 号、1934：木下尚江 
『木下尚江全集』第 20 巻、教文館、2001、p.275。 
69 文学界：1893 年 1 月創刊の文芸雑誌（1898 年 1 月終刊）。同人は北村透谷、島崎藤村、戸川秋骨、 
上田敏他。執筆者には、樋口一葉、田山花袋、柳田国男他。 
70 柳父 1982、p.103。 









早期であり、国語辞典では 1907 年の『辞林』、英和辞典では 1915 年の『井上英和大辞典』
となる。 
 
 35）【Amour】戀愛。鍾愛。好愛。愛。愛セラルヽ所ノ者。      （『仏和辞林』1887） 
 36）【恋愛】男女の間のこひしたふ愛情。こひ。             （『辞林』1907） 
37）【love】n. ①温情, 愛著, 好[コノミ] , 鍾愛[ショウアイ] , 慈愛, 切愛. ②戀愛, 色情,













                                                   




のための旬刊誌。1901 年 12 月 11 日に第 100 冊を発行した翌日に清議報社が火事で焼失したことにより







76 梁啓超の功績については、陳立新 2009 や森岡 2012 を参照。また梁啓超の日本語借用語彙については、 













人誰不見男女之戀愛而因以看取人情之大動機者惟有一瑟士丕亞。   







《清議報》が 1901 年 12 月で停刊となると、梁啓超は翌年 2 月に《新民叢報》を創刊し
た。1903 年の《新民叢報》（第 28 号）に掲載された〈十九世紀二大文豪〉には、Victor-Marie 
Hugo（1802-1885）と幼なじみである Adele との恋が紹介された。ここでも西洋の恋愛が
                                                   






78 〈自由書〉は、梁啓超が《清議報》第 25 冊（1899.8.26）から 100 冊（1901.12.21）までと《新民叢 
書》第 1 号（1902.2.8）から第 67 号（1905.4.19）に連載した「書物や新聞雑誌類の見聞から得た新たな 
























                （法国 某著 無歆羨斎訳〈法律小説 宜春苑〉《新小説》第 10 号、1904.8、p.115） 
   （土曜日になると、私は一目散に駐車場に走って行った。夫人に会たっら、その時 
























  美人之腕醒握天下之權的英雄富貴驕人道德墜地。 










（儂更有情〈片紙五千金 恋愛奇談〉《浙江潮》第 8 期、1903.11.25、pp.3-4） 




（1820-1895）の The Origin of theFamily, Private Property, and the State（1884）が抄
訳され89、ここでも“恋愛”は“男女相愛”の意味として使用されている。 
                                                                                                                                                     
冊、第 5・6 期は計 5000 冊、第 8 期は 5000 冊発刊し、発刊後は中国国内外で話題となり、投稿者のな 
かには魯迅もいた（呂順長 2001、p.133）。 
86 鴛鴦胡蝶派は、清朝末期から民国初期に文芸界の主流を占めた文学流派で、《小説報》《礼拝六》な 




88 〈愛之花〉は《浙江潮》第 6-8 期（1903.7-11）に連載された。尚、著者の儂更有情については未詳で 
ある。 





中流子弟。擇妻較爲自由。然此等婚姻非含幾多之戀愛也。   
















               （亜東破仏訳〈棲霞女侠小伝〉《申報》12155 号、1907.2.24、p.19） 
      （考え直せば、女性が男性の事に注意を払うのは、その男性を愛する心を抱いてい 
ることだろう。もし俊伯が余と愛情を結んでいなければ、この女性に寂しい思いを































小説とは、前掲の用例 42 の〈恋愛奇談〉（《浙江潮》第 8 期、1903.11.25）である。周痩鵑






（周痩鵑〈法蘭西情劇 愛之花〉《小説月報》第 2 年第 9 期、1911.11、p.3） 
    （柯比 はっはっ、君はなんて移り気なんだい。最初は、恋愛主義と主張し、朝か
ら晩まで、餓鬼道のものように、女性らの中に入り込んであちこち出入りした。今
度は方針を変えてまた金銭主義だと言う。おかしいよ） 











on Women”の著者が M. O'Rell（1847-1903）であることは明らかにしているが、底本に
ついては触れていない。英文の内容から推察すると、底本は M. O'Rell の Rambles in 
Womanland（London:Chatto & Windus,1903）だと思われる97。 
 
46）5. There are three kinds of men: those who will come across temptations and resist 
them, those who avoid them for fear of suceumbing
[sic]
, and those who seek them, 
among the first are to be found only men whose love for a woman is the first 
consideration of their lives. 
五、世間男子凡三種。有置身誘惑而抗之者。有惧其陷溺而避之者。有進而求之者。
其以戀愛爲人生第一義者。惟於第一種男子中見之。  






《新青年》にはロシア文学の翻訳も多数掲載された98。創刊号には、陳嘏により I. S. 
Turgenev の〈春潮〉（Вешние воды, 1872）、第 1 巻第 5 号には〈初恋〉（Первая 
любовь,1860）が翻訳され99、love の訳語として新義の“恋愛”があてられている。陳嘏は
陳独秀の長兄である陳健生の子息で、日本留学の経験を持ち、独力で英語を学び、《新青
                                                   
96 張競 1995b は、陳独秀訳の〈婦人観〉は男尊女卑の中国社会にかなり衝撃を与えたと指摘する（p.134）。 
97 陳独秀は Rambles in Womanland の Chapter VIII（Rambles in Womanland,pp.32-40）の 50 項目と 
Chapter IX（Women and their ways,pp.41-48）の 37 項目の中から 10 項目だけを順不同で選び、翻訳し 
ている。尚、日本では Rambles in Womanland の抄訳は桐生悠々訳『婦人国』（博文館、1909）が既に 
出版されており、留学中の陳独秀が桐生訳を目にしていたことも考えられる。 
98 但し、第 1 章第 2 節第 1 項で触れたように、中国語に初めてロシア文学が翻訳されたものには、1903 
年に戢翼翬訳《俄国情史》（高須治助訳『露国情史 スミスマリー之伝』（高崎書房、1886）からの重訳） 
がある。 
99〈春潮〉は《新青年》第 1 巻第 1 号-第 1 巻第 4 号（1915.9-1915.12）に、〈初恋〉は第 1 巻第 5 号-第 2 
巻第 2 号（1916.1-1916.10）にそれぞれ掲載された。尚、〈春潮〉や〈初恋〉は、明治・大正期に日本で 
も翻訳されており、留学中の陳嘏が日本語訳を目にしていた可能性は高い。水上夕波訳「春潮」（『明星』 
1907.10-11-1908.6-7）、海原曙雲訳『春の潮』（日吉堂本店、1914）、嵯峨の屋おむろ翻案「初恋」（『都 
の花』（第 2 巻第 6 号、1889.1）、生田春月訳『はつ恋』（新潮文庫、1914）など。 
55 
 
年》の英文訳の編集を担当していた100。〈春潮〉の冒頭には、I. S. Turgenev についての短
い紹介文があり、〈春潮〉が人格を尊び純愛を描写したものであること、各国に訳本があ
り英訳名は Spring floods である、と記されている。 
 
47）[…] , he had become conscious of but one feeling—not of Gemma’s beauty, or of his 
admiration for her—that he had long since been impressed with —but of a feeling 
of dawning love! And here was this absurd duel hanging over him! Sad 
presentiments took possession of him and harassed his mind. Allowing even that 
he were not killed. . . What result could come from his love to this young girl, the 













 48）To speak accurately, the first and last time I was in love was with my nurse when 
I was six years old; but that's in the remote past. The details of our relations  
have slipped out of my memory103,        
    若言其詳。吾最初所戀愛者乳母也。時吾方六齢。年代邈遠。瑣屑事實已遺忘無余。  
（陳嘏訳〈初恋〉《青年雑誌》第 1 巻第 5 号、1916.1、p.485）                                                                 
    （その詳細を申しますと、私が初めて愛した人は私の乳母です。その時の私は六歳で、
遥か昔の事です。細々したことはすでに全部忘れてしまいました104） 
                                                   
100 陳嘏の生没は 1890-1956 年ではないかとされる。陳嘏については、葉永勝〈陳独秀文学革命的実行：
陳嘏及其文学翻訳〉（《安慶師範学院学報（社会科学版）》第 29 巻第 5 期、2010.5、p.66）を参照。 
101 Ivan Turgénieff, Spring Floods  translated by Sophie Michell Butts, New York: Thomas Y. Crowell  
& Co., 1874, p.49. 
102 邦訳は、中村融訳『春の水』（岩波文庫、1986、pp.81-82）を参考にした拙訳である。 


















延陵は、次号に掲載された〈自由恋愛〉（《新青年》第 4 巻第 1 号、1918.1）で、「文中では、
「ただ極端な自由恋愛」と独身主義に反対しており、極端という 2 字のついていない「自
由恋愛」に反対しているのではない106」と応えるなど、“自由恋愛”の意味解釈が論じられ









                                                   
105 独秀（無題）《新青年》第 3 巻第 6 号、1917.8、p.14。（原文：劉君此文，意在反對自由戀愛及獨身生
活兩種思潮，以爲充其類盡其量，必至文明消滅人類斷絕也。[…] 全體自由戀愛，（育兒職務，屬之公共機關，
此亦社會事業分工之一），人類社會，又豈害于傳殖） 
106 劉延陵〈自由恋愛〉《新青年》第 4 巻第 1 号、1918.1、p.86。（原文：而文中只反對『極端之自由戀愛』
與獨身主義，未嘗反對無極端二字之『自由戀愛』；文中可以覆按也） 









     （与謝野晶子「貞操は道徳以上に尊貴である」『人及び女として』天弦堂書房、1916、p.171） 
                               
    精神和肉體上都是從一的結婚，除了戀愛結婚，決不能有．但現在旣不許可戀愛的自 
由，教人能享戀愛自由的人格教育也未施行的時候，却將靈肉一致的貞操，當作道道 
徳，期待實現：這不是想「不種不穫」麼？  
                    （周作人〈貞操論〉《新青年》第 4 巻第 5 号、1918.5、p.390） 
 
〈貞操論〉が掲載された 2 か月後、周作人訳の〈貞操論〉を読んで「非常に感銘を受け108」














                                                   
108 胡適〈貞操問題〉《新青年》第 5 巻第 1 号、1918.7、p.5。（原文：周作人先生所譯的日本與謝野晶子
的貞操論（本報四巻五號）我讀了狠有感觸） 






において、1880 年代末から 1890 年代初めの『女学雑誌』で盛んに論じられた「高尚な精
神性」を帯びた「恋愛」の意味と相違する。 















味は、W. H. Medhurst の Chinese and English Dictionary（1842-1843）は to love tenderly





                                                                                                                                                     
公然嫖妓，公然納妾，公然『弔膀子』。[…] 這不是最不平等的事嗎？） 
110 第 1 章第 1 節第 1 項の脚注 16 で触れたように、胡適は 2 か月後の 1918 年 9 月の《新青年》（第 5 巻
第 3 号）においては、〈美国的婦人〉を掲載し、中国における男女平等の教育の必要性を説いている。 
111 藍志先〈二、藍志先答胡适書（一）貞操問題〉《新青年》第 6 巻第 4 号、1919.4、p.399。（原文：所
謂自由戀愛，大半結合和分離，都極容易） 
112 周作人〈周作人答藍志先書〉《新青年》第 6 巻第 4 号、1919.4、p.414。（原文：先生將自由戀愛誤解作 
雜交） 
113 3 者の問答については、張競 1995b、pp.156-159 に詳しい。 
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を含意した言葉として扱われた。中村は 1872 年から W. Lobscheid の《英華字典》の翻訳
を開始し、『英華和訳字典』（1879-1881）を刊行していた。【Fond】の doting にあてられ
た「恋愛、貪愛」には「コヒシタフ」と片仮名で意味が添えられ、さらに、【Amorado】の

















































                                                   
1 劉凡夫 1993 は、20 世紀初頭に中国語に移入された日本語借用語彙の一部を《辞源》の正編（1915）、 
続編（1931）で詳しく分析し、「訓読みの和語」は、正編と続編には合わせて 88 語が収録されたが、定 
着したのはわずか 11 語（和語全語数の 12.5％）に過ぎなかったと指摘している（p.9）。 
2 陳力衛 2006 は、和製漢語として 2,026 語を抽出し、そのなかには「失恋」も含まれている。 



























































                                                   
5 荒川 1997、p.78。 
6 『日国』第 3 巻、p.93 。 
7 佐藤 1999 も、「初恋」の早期の使用例として「浦島年代記」（1722）や『徳和歌後万載集』（1785）など
をあげている。 








恋」「思」「片思」「恨」の 10 の題目に、それぞれ 16 首（計 160 首）の和歌が収められてい
る。図版 2 は、「初恋」（16 首）の冒頭である。 
 
             




 「初恋」は明治期に入ると、翻訳の題目や訳語として使用されるようになる。1889 年 1
月の『都の花』（第 2 巻第 6 号）に掲載された嵯峨の屋おむろ12の「初恋」は、I. S. Turgenev
が 1860 年に書いた小説 Первая любовь（初恋）の翻案小説である。I. S. Turgenev の「初
恋」は、自身の体験とされ、16 歳の少年が主人公である。嵯峨の屋おむろの「初恋」では、






































は、同年の『小説花籠』（奈良嘉十郎）や 1891 年の『新編ちくさ』（金港堂）に収められ出版された。 





ひて、誰かこれを責めんとする。    


















も従て了解たらう。     
（国木田独歩「初恋」『武蔵野』民友社、1901、p.377） 
 
国木田は「ツルゲーネフの影響が多い16」とも指摘され、I. S. Turgenev の「初恋」にみ
られる回想（告白）形式との類似性がみられる。 
 1914 年には、I. S. Turgenev の「初恋」が生田春月（1863-1947）により全訳されている。
生田春月は、1914 年にドイツ語から翻訳した『はつ恋』（新潮社）を出版し、1918 年には
「英訳全集版と対照して多少の訂正を施し17」て、『初恋』（新潮社）を出版している。ドイ
ツ語の erste Liebe と英語の first love が「初恋」と訳されている。 
 
６）„jeder von uns hat die Geschichte seiner ersten Liebe zu erzählen. Die Reihe ist an Ihnen,  
Sergey Nikolajewitsch.“ 
    Sergey Nikolajewitsch, ein corpulenter Mann mit rundem, aufgedunsenem Gesicht, sah  
zuerst den Wirth an und dann richtete er die Augen zur Decke. „Ich hatte gar keine erste  
Liebe,“ begann er endlich; „ich begann gleich mit der zweiten18.   
 
‘each of us is to tell the story of his first love. It’s your turn, Sergei Nikolaevitch.’  
Sergei Nikolaevitch, a round little man with a plump, light-complexioned face,  
gazed first at the master of the house, then raised his eyes to the ceiling. ‘I had  
no first love,’ he said at last19; 
                                                   





18 Iwan Turgenieff, Erste Liebe, aus dem Russischen von Wilhelm Lange, Leipzig : Reclam, s.1． 






















７）【Hatsukoi】初戀, Calf-love[永續セズ]．               （『註解和英新辞典』1907） 
８）【Calf love】小戀（ココヒ）,初戀（ハツコヒ）．             （『模範英和辞典』1911）  
９）【初恋】初めて戀情を起こすこと。初めての戀。           （『大日本国語辞典』1919） 
 
第２節 「初恋」の中国語への移入 
第 1項 《新青年》《申報》《婦女雑誌》にみえる“初恋” 
 
 中国語において“初恋”という言葉が文献にみられるのは、第 2 章でも触れた陳嘏訳 
〈初恋〉（I. S.Turgenev 原著，Первая любовь）だと思われる。底本は明記されてない 
が、引用に英語の原文が引かれている箇所があり、英語訳を底本としたと思われる。但し 
前述した通り、日本では I. S. Turgenev の「初恋」は、嵯峨の屋おむろの翻案が 1889 年、 
1891 年に出版され、1914 年、1918 年には生田春月の全訳も出版されており、留学中の 
陳嘏が日本語訳を目にしていた可能性は高い20。前掲の用例 6 であげた箇所と同じ場面は 
次のように訳されている。 
 
                                                                                                                                                     
19 Constance Garnett, First Love, The torrents of spring, etc. London : Heinemann, 1914, p.241．尚、
同書はロシア語からの翻訳で、初版は 1897 年である。 




甚佳。略視主人。復仰面向天花板。而言曰。初戀僕則無之。     









図版 3 《申報》15451 号（1916.2.20） 
  
1910 年代末までに、中国語の文献で“初恋”の使用を確認できたのは、陳嘏訳〈初恋〉
だけであったが、1920 年代に入ると、《申報》《婦女雑誌》にもみられた。1921 年 6 月 10
日付（旧暦 5 月 5 日）の《申報・自由談》22には、“端陽特刊”が組まれ、十数編の端午の
節句にちなんだ記録や風紀が載せられた。その 1 編の〈繍虎記〉に“初恋者”がみえる。
陳禹鐘については未詳であるが、《青年雑誌》に連載された〈初恋〉や《申報》に掲載さ
れた《青年雑誌》（第 5 号）の広告は目にしていたと推測する。  
 
11）倩婉色乃大顔。與榴花爭勝。時庭中風日晴美。似嚴飾此小児女之初戀者。          
（陳禹鐘〈繍虎記〉《申報・自由談》17348 号、1921.6.10） 
        （倩婉は顔を紅くした。石榴の花より美しい。庭には風が吹き、日がさしている。
まるでこの少女が初恋を知ったことをみせ付けているようだ） 
 
                                                   
21 邦訳は、生田春月訳『初恋』（新潮社、1918、pp.3-4）を参考にした拙訳である。 
22 《申報・自由談》は《申報》の文芸副刊。1911 年 8 月 24 日に王鈍根が創設、以降編集者が交代を繰り
返しながら、1949 年 5 月末まで断続的に短評、小品、短編小説などが掲載された。 
青年雑誌 五号 
小説初戀   陳嘏 
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え ん えき は
であり理想派













































    戀愛可以分爲演繹派和歸納派，或者分爲理想派和經験派。如初戀，是屬於演繹派理 
      想派，以爲戀愛是決定的，一生祇許一次。歸納派經験派，却與此相反；第一次戀愛
失敗，還有第二次，毎經一次可以增一次的經験。 
（Y.D.訳〈告失恋的人們〉《婦女雑誌》第 8 巻第 5 号、1922.5、p.27） 
 
この〈告失恋的人們〉については、第 4 節で詳しく触れたい。 
                                                   
23 Y.D.は、1922 年 2 月の《婦女雑誌》（第 8 巻第 2 号）に厨川白村の「近代の恋愛観」を抄訳している。
Y.D.訳の〈告失恋的人們〉や〈近代的恋愛観〉は、2009 年に出版された《陳望道訳文集》（復旦大学出版
社）に所収されており、Y.D.は、陳望道の可能性も考えられる。但し前山 2011 はこの所収には根拠がな













る。初出は 1922 年 9 月 1 日発行の《晨報副鐫》24で、題名は〈夏夜夢 八初恋〉である。
この〈夏夜夢〉25は、8 月 19 日発行の《晨報副鐫》から始まった連載で、第 8 夜の夢が 9
月 1 日の〈初恋〉になる。この〈初恋〉には、周作人自身が 14 歳の時に、杭州に一時居住








其二是故郷域外的娯園。       （槐壽（周作人）〈娯園〉《雨天的書》北新書局、1925、p.57） 
   （私には懐かしく思う場所が 3 箇所ある。―それは恋愛の故である。第 1 は〈初恋〉 
のなかで話したことがある杭州で、第 2 は故郷の域外の娯園である） 
 
 ここで言う〈初恋〉とは、1922 年 9 月 1 日発行の《晨報副鐫》に掲載した〈初恋〉を指
している27。 
 1925 年には、周作人に師事していた馮文炳28の作品集《竹林的故事》29のなかにも〈初
                                                   
24 《晨報副鐫》（1921.10.12-1928.6.5）：《晨報》の副刊として、新教養、新知識、新思想の自由論壇と訳
叢を設け、新文化運動と社会主義宣伝に紙面の一部を割いていたが、1921 年 10 月 12 日から《晨報副鐫》
と改め、独立して発行された。 
25 于燿明 2001 は、〈夏夜夢〉が周作人の「文筆生涯の中で唯一のフィクションめいたもの（p.69）」と
評している。 
26 于燿明 2001、pp.68-69。尚、1923 年には、「二筋の血」や国木田独歩の「夫婦」など、明治文学 6 編
を翻訳した周作人訳《近代日本小説集》（東方雑誌社）が出版されている。 
27 1928 年に周作人は、森鷗外の「ヰタ・セクスアリス」（『昴』第 7 号、1909.7）の一部を翻訳している。
この翻訳でも底本の「これは性欲の最初の發動であつて決して初戀ではない」（森林太郎「ヰタ・セクスア
リス」『昴』第 7 号、1909.7、p.5）に対し、“這是性欲最初的發動,决不是初戀”（豈明（周作人）訳〈Vita 
Sexualis〉《北新》第 2 巻 14 期、1928.6.1）と訳している。 
28 馮文炳（1901-1967）：湖北省黄梅県生まれ。筆名は廃名。五四期に北京大学英文系に学び、在学中か
ら小説を書き始める。周作人に深く師事する。 






























                    （朱自清〈緑〉《我們的七月》亜東図書館 1924、p.155）31 
（彼女は、ゆったりと絹織物の皺を寄せていて、まるで若い婦人が垂らすドレス
                                                                                                                                                     
作人により執筆されている。 
30 引用は、1928 年第 3 版の影印：《沖積期化石》上海書店、1986、p.103。 












17）八重子是永遠地憂鬱着的，我怕她會鬱瘦了她的青春．[…]   
我願她永遠有着意中人的臉，春花的臉，和初戀的心． 
    （戴望舒〈八重子〉《小説月報》第 21 巻第 6 号、1930.6、p.955） 
    （八重子はいつでもメランコリックな人だ、わたしは彼女がその青春を痩せ干涸び 









以上のように、“初恋”は 1910 年代後半に I. S. Turgenev の Первая любовь（初恋）
に訳出されたのを初めとして、1920 年代には、《申報》での随筆、何海鳴の小説の題目、









35 秋吉久紀夫訳編 1996（pp.70-71）を参照した拙訳。 





























19）【初恋】➊第一次恋爱。➋刚恋爱不久。        （《現漢》1973 試用本-2012 第 6 版）40 
20）【初】初恋➊first love：～的甜蜜 happiness of one’s first love  ➋just fall in love： 
他们还在～阶段。They have just fallen in love with each other.                                   
（《新時代漢英大詞典》2000） 
                                                   
37 中国文字改革委員会詞彙小組編《漢語拼音詞彙（増訂版）》北京文字改革出版社、1964。1958 年に《漢
語拼音詞彙》の初版が発行されているが、“初恋”は未収録である。 
38 日本語訳は、相原茂編『中日辞典 第三版』（講談社、2010）に拠る。 
39 これは、中国語の“初”には“剛開始”（～したばかり）の意味があることに因ると思われる。 








































































































       （小栗風葉「失恋詩人」『文芸倶楽部』第2巻13号、1896.11、pp.138-139） 
 
                                                   
41 『日国』第 2 巻、p. 358。 
42 《漢語大詞典》は、【失恋】の意味を「恋愛している一方がもう一方の愛情を失うこと」（原文：恋爱的














































































（鏡花「恋愛詩人」『太陽』第 3 巻 2 号、1897.1、p.115） 















訳語として“失恋”が確認できるのは1900年代に入り、J. W. von Goetheや I. S. Turgenev、
Guy de Maupassant（1850-1893）の翻訳である。1901 年のかげろふ訳の「涙の慰藉（Trost 
in Thränen）」の冒頭には、この詩が J. W. Goethe の 1803 年の作で、「悲嘆に沈んで居る
                                                   
44 1907 年の国木田独歩『涛声』彩雲閣に収録された「死」では、同箇所は「まさか」とある。 
45 緑堂野史訳「わかきヱルテルがわづらひ」『志がらみ草紙』第 54 号、1894.3、p.27（原題：Die Leiden 
des Jungen Erthers（1774）, J. W. von Goethe）。 
46 塩井正男訳『湖上乃美人』開新堂、1894、p.319（原題：The Lady of The Lake（1810）, S. W. Scott）。
原書の love-lorn が「重き病」と訳されている。尚、OED は Love-lorn の用例として、Milton の Comus
（1634）、Scott の The Lady of The Lake（1810)などをあげている。 
47 中村福助翻案「梅模様形見小袖」『文芸倶楽部』第 5 巻第 6 号、1899.4、p.131（原題：The Winter’s Tales
（1623）, W. Shakespeare）。 
73 
 
失戀の人と、之を慰めようとする其友人との對話である48」と記され、原文（8 聯句 32 行
の短詩）及び対応する邦訳、評釈で構成される。その評釈に「失恋の人」「失恋者」の苦悶






  （かげろふ「独詩評釈 涙の慰籍（Trost in Thränen）」『こゝろの華』第 4 巻第 8 号、 
1901.8、pp.30-32） 
 
1901 年に翻訳された上村左川訳の「おもかげ」の原作は I. S. Turgenev の Clara Milich
（1883）で、冒頭には主な人名を日本化したのは「読む人の記憶に不便ならんを恐れてゞ


















































                                                   
48 かげろふ「独詩評釈 涙の慰籍（Trost in Thränen）」『こゝろの華』第 4 巻第 8 号、1901.8、p.30。 
49 平石 2012 は、当時の「青年たちにとって、西洋文学はまさに「模倣」の対象、というよりは「同化」












































































































































































えたり。              






（用例 29）や 1905 年の夏目漱石（1867-1916）の「吾輩は猫である」（用例 30）などであ
る。まさに 1900 年代に入り「失恋小説」が流行していたようにも思われる53。 





版されるまでの 1、2 年の間に「失恋」が汎用されるようになったことが窺える。 
51 「続続金色夜叉」は 1900 年 12 月 4 日から 1901 年 4 月 8 日までの『読売新聞』に連載された。「失恋」
は 1901.4.7 朝刊 1 面にみえる。 
52 「火の柱」は、『毎日新聞』に連載され（1904.1.1-1904.3.20、1.15 は休載）、5 月に『火の柱』（平
民社）として出版された。 
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（白鳥「現代の新体詩人」『読売新聞』1903.8.16、付録 1 面） 
 




                                                                                                                                                     
国木田独歩「恋を恋する人」（『中央公論』1 月号、1907、p.102）などにみられた。 
54 「失恋を吹聴する者」の著者は明記されていないが、『三十棒』の冒頭には新声社同人著とある。また
「失恋を吹聴する者」の末尾に「三十一年六月」とあり、脱稿は明治 31（1898）年 6 月だと思われる。 









































































































ゆ え んな り
。 

























 社会現象ともなった「失恋」が、国語辞典に収録されたのは 1907 年の『辞林』で、「こ
ひのかなはぬこと」と意味づけられている。同年の『註解和英新辞典』にも、Disappointed 
love に「失恋」があてられている。英和辞典では 1917 年の『熟語本位 英和中辞典』に、




35）【失恋】こひのかなはぬこと。                   （『辞林』1907） 
36）【Shitsuren,失恋】Disappointed love. 失戀する，to be crossed in love.  
                  （『註解和英新辞典』1907） 
37）【Disappoint】To be disappointed in love. 失戀する。  （『熟語本位英和中辞典』1917）       
38）【Broken-heart】失戀． 【Lovelorn】戀人に見棄てられたる，失戀したる． 
【Lovelornness】失戀せること．                 （『大英和辞典』1931） 
 







                                                   
58 これ以前に刊行された国語辞典『日本大辞書』（山田美妙編、1892-1893）や『言海』（大槻文彦編、
1889-1891）、英和・和英辞典類には管見の限りでは未収録である。但し、1927 年刊行の『和仏辞典』（白




表１ 19 世紀中葉から 20 世紀初頭の英和辞典にみる lovelorn の訳語 






『A new English-Japanese dictionary』1901 
愛ヲ失フタル. 
      （同上） 
      （同上） 


























                                                   
59 山田武太郎（山田美妙）編『日本大辞書』明法堂、1892、p.1。 
60 聖書翻訳において、「翻訳委員会」による「委員会訳」（1880）が、love（約翰 15 章 9 節）の訳語とし
て「愛」を採用したことも、「愛」と「恋」の棲み分けに繋がった可能性も考えられる。 







があてられていたが、中国でも 19 世紀中葉から 20 世紀初頭の英華・華英字典類に“失愛”
という言葉の収録が確認できる。1819 年の R. Morrison の漢英字典《五車韻府》には lost 
favor の意味で“失愛”が収録され、W. Lobscheid の《英華字典》（1866-1869）にも to forfeit 
one’s love の訳語として“失人愛,失人寵愛”があてられている。また鄺其照の英華字典で
は、《字典集成》や《華英字典集成》では【Disappointment】に“失意,失望”をあててい
たが、1902 年の《商務書館華英音韻字典集成》62には disappointment in love の意味とし
て“失愛”があてられている。更に日本語の辞典を参照して作られ、“恋愛”を男女の意味
として収録していた 1908 年の《英華大辞典》においても、【lovelorn】には forsaken by one’s 
love の意味を“失愛的”（愛を失うこと）としている。 
 
39)【失】失愛 lost favor.                             （《五車韻府》1819）    
 40)【Love】to forfeit one’s love 失人愛,失人寵.              （《英華字典》1866-1869） 
41-1)【Disappointment】失意,失望．      （《字典集成》1875、《華英字典集成》1887） 
41-2)【Disappointment】disappointment in love 失愛． 
【Love】to forfeit one’s love 失人愛,失人寵.【lovelorn】失寵的.  
（《商務書館華英音韻字典集成》1902） 
42)【Love】to forfeit one’s love, 失人愛,失人寵; 






























失愛自殺之人。已經冥判。毎屆十日。必更歷苦如前此。                
（同上、《河南》第 3 期、1908.3、p.62） 
（毎年 11 月 2 日には、きまって酒や果実を墓前に供え、死者を祀る。村人、牧者、
祈祷師１人、それに大勢の亡霊が集まるが、その中に、失恋のために自殺をした
者がいて、彼は、すでにあの世の定めで、この日がくるたびに、必ず生きていた
時の苦しみをあじわわねばならないというもの64）     
           
20 世紀初頭、魯迅は所謂失恋を意味する言葉として、古典語にみられた“失愛”を用い
たのであろう。ところが、魯迅が 1924 年 12 月の《語絲》（第 4 期、第 8 版）に発表した詩
には、〈我的失恋―擬古的新打油詩〉（私の失恋―擬古的新戯詩）という題目が付けられて
いる。この詩は、当時失恋の詩が流行したのを諷刺するために書かれたようである65。
                                                   
63 北岡正子訳「摩羅詩力説」『魯迅全集』第 1 巻、学習研究社、1986、p.114。 
64 同上、『魯迅全集』、p.137。 
65 1930 年 2 月の魯迅〈我和《語絲》的始終〉（《萌芽月刊》第 1 巻第 2 期、p.42）には、「「私の失恋」
は当時「ああ、死にたい」といった類の失恋詩が流行ったのを見て、「勝手にしろ」という一句を結びに
してからかったにすぎない」とある。〈我的失恋―擬古的新打油詩〉が発表された前年の 1923 年 8 月の








中国語において“失恋”の早期の使用例を確認することができるのは、1907 年から 1914 
年の《申報》である。使用されているのはいずれも海外の事象を紹介した記事や広告であ
る。1907 年 4 月 18 日付の《申報》には、〈雑俎〉の項に西洋の文豪について 6 編の短いエ
ッセイが掲載され、3 番目の“文豪與婦人”（文豪と婦人）では、欧米の文豪はいつも婦人
と関係があり、文豪の 80％は失恋し、恋愛中の人は 20％であると紹介している（用例 44）。
1912 年 6 月 7 日付の《申報》の〈海外奇談〉の項では、ドイツの大学に自設された牢獄の





婦人無関係文豪以失戀者十之八以戀愛着者十之二   
（（無著名・無題）《申報》12208 号、1907.4.18） 
    （文豪と婦人  フランスのジャンク曰く、文豪というのは貧しくて物乞いをした
り、恋愛によりひらめきをもらったりするものである。欧米では文豪はいつも婦人






     （〈徳国大学之牢獄〉《申報》14113 号、1912.6.7） 
    （ドイツの警察の権力は大学の学生に加えることができない。学生は罪を犯すと大
                                                                                                                                                     
最後に「もしあなたが僕を愛してくれないのなら、僕の心はどこに行き場をみつけたらいいのだろう」と
あり、このような相手依存の精神状態が全面に出ているところが魯迅の好むところではなかったようであ











      意。並無損謀之人。              （侃叔〈西班牙首相被刺〉《申報》14322 号、1913.1.6） 











図版 5 《申報》14919 号（1914.8.22） 
 
                                                   
66 清末民初の中国における日本人経営の新聞は 1882 年の『上海商業雑報』に始まり、明治期（1912 年７
月まで）に、57 紙が創刊され、うち上海では 13 紙（日本語新聞が 9 紙、中国語新聞が４紙）が創刊され
ている。また、1904 年 3 月には日刊の日本語新聞『上海日報』が発行されている（1938.12.31 停刊）（中
下 1996 参照）。 
67 広告内には著者名は記されていないが、《民国時期総書目（1911-1949）文学理論・文学世界・中国文
学》（上、p.666）には、唐真如編訳、1914 年 8 月初版、9 月再版とあり、唐真如だと思われる。尚、《世
界皇室奇談》は未見であるが、《申報》の広告文には、《世界皇室奇談》は、付録として〈清宮宦官秘史〉
を付しているとある。『世界皇室奇譚』には付録として「洋人の日本観」が付けられている。 

























い愛情も一切不貞不純の事實になります。   
            （与謝野晶子「貞操は道徳以上に尊貴である」『人及び女として』天弦堂書房、1916、p.168） 
無論單相思，無論失戀，或祇是對於異性的一種淡淡愛情，便都是不貞一。 
         （周作人訳〈貞操論〉《新青年》第 4 巻第 5 号、1918.5、p.389） 
  







（周作人〈日本近三十年小説之発達〉《新青年》第 5 巻第 1 号、1918.7、p.35） 













また、1920 年 1 月の《新青年》に掲載された陳独秀の〈自殺論―思想変動与青年自殺〉で





49）林君自殺自然是厭世不是失戀。 （陳独秀〈自殺論〉《新青年》第 7 巻第 2 号、1920.1、p.173） 
  （林君が自殺したのは当然厭世であり失恋ではない） 
 
陳独秀がこのような論文を掲載した背景には、中国においても青年の自殺が社会現象と 
なり、その原因の 1 つに“失恋”が考えられたからであろう。 






また 1922 年 8 月号の《婦女雑誌》には〈自殺的評価及研究〉と題した 2 編の評論と 1 編
の翻訳が掲載された71。翻訳のほうは〈女性与自殺〉と題され、雀部顕宜（1872-1938）の




                                                   
69 陳望道（1890-1977）：浙江省義烏県生まれ。言語学者、文芸理論家。本名は陳参一。筆名は陳仏突 
（特）、南山、暁風など多数。1915 年 1 月に来日、東洋大学で文学・哲学を、早稲田大学と中央大学で 
は法律を学び、1919 年 5 月に帰国（復旦大学語言研究室編《陳望道文集》第 1 巻、上海人民出版社、 
1979、pp.11-12）。 











 （味辛〈女性与自殺〉《婦女雑誌》第 8 巻第 2 号、1922.2、p.55） 
 



























にはなりませぬ。     
（賀川豊彦「失恋に就て」『星より星への通路』改造社、1922、p.269） 
這阳樣說來，失戀未必是可悲的事。如果定要成功纔去戀愛，那也不成其爲戀愛了， 




























    樣去保護戀；非戀的人,可以覺悟過虚僞的形式的,賣淫的結婚生活――家庭生活是多 
    麽大的罪悪；失戀的人,更可以得着多少的殷鑒。（任白濤訳〈巻頭語〉《恋愛論》1923）77 









また失恋が若者らの関心事になっていたことは、同年 10 月の《婦女雑誌》（第 9 巻第 10
                                                   
73 賀川豊彦「失恋に就て」『星より星への通路』改造社、1922、pp.286-287。 




76 工藤 2010、p.91。 
77 《恋愛論》は 2 種類ある。初訳は 1923 年 7 月に上海学術研究会叢書部から出版され、初訳を一部改訂
した改訳本《恋愛論》は啓智書局から 1926 年に出版された。改訳本には、初訳の〈巻頭語〉に続けて、〈関
与『恋愛論』的修正〉（《恋愛論》の修正について）が加筆され、改訂本を出版した理由が記されている。











 （朱武〈一個失恋的兵士的来信〉《婦女雑誌》第 9 巻第 10 号、1923.10、p.125） 






（章錫琛〈一個失恋的兵士的来信〉《婦女雑誌》第 9 巻第 10 号 1923.10、p.126） 























54）他受了良心的苛責，近来又新嘗失戀的痛苦，所以他忘魂失魄似的跑到這海濱來。   
（張資平〈約檀河之水〉《学芸》第 2 巻 8 号、1920.11、p.2） 
    （彼（主人公・C―引用者注）は良心がとがめ、最近又新たに失恋の苦しみも味わった
ので、魂の抜け殻のようになってこの海岸にやって来た） 
 
55）屈原 […] 他來誘我上天，登到半途，又把梯子給我抽了。他來誘我去結識些美人， 
可他時常使我失戀。                （郭沫若〈湘累〉《学芸》第 2 巻 10 号、1921.4、p.20） 
（悪魔はおれを天井へ案内するが、途中までのぼると梯子を外してしまう。おれを美 
人に紹介するが、おれはたびたび失恋の苦杯を嘗めさせられる81）      
      
56）林先生，你到底有甚麼那様難過的事情？難道您也失戀了嗎？他們喝酒的少爺們，幾 
乎十個有九是自称失戀的，我不信林先生也是那一種「模擬失戀者。」  
 （田漢〈咖啡店之一夜〉《創造季刊》第 1 巻第 1 期、1922.3、p.47） 
（林さん、一体どんな悲しいことがあったの。まさか、あなたも失恋したんじゃな 
いでしょうね。酒を飲んでいるあのお坊ちゃん達は、10 人のうちに 9 人が失恋した 
                                                   
78 張資平は、1920 年代の恋愛小説にしばしば“失恋”という言葉を用い、男性の失恋による苦悶を描い
ているが、1926 年の《飛絮》（創造社出版部）のように、女性の失恋が盛り込まれた作品もある。 
79 郁達夫の〈THE YELLOW BOOK 及其他〉の執筆について、張競 1995 は、厨川白村の「わかき芸術家
のむれ」（『三田文学』第 4 巻第 1 号、1913.1、pp32-52）を通して、「『イエロー・ブック』とアーネ
スト・ダウソンを知り、それに刺激されて直接その原作にあたることにした（p.288）」と推察する。 
80 〈湘累〉の文末には“1920 年 12 月 27 日”とあり、〈咖啡店之一夜〉の文末には“1920 年冬初候（東
京）”とあり、留学中の作品である。〈咖啡店之一夜〉など田漢の 1920 年代初めの作品には恋愛に関する
ものも多い。留学中の田漢は久米正雄の『蛍草』を愛読するなど、日本作家の失恋物語に関心を持ち、更
に本間久雄の「性的道徳の新傾向」に紹介される E. Key の恋愛観にも賛同していた。日本文学は田漢の恋






 57）THE YELLOW BOOK 的一羣天才詩人裏，作最優美的叙情詩，嘗最悲痛的人生苦，   
   具有世紀末的種種性格，爲失戀的結果，把他本來是柔弱的身體天天放棄在酒精和女
色中間，作慢性的自殺的，是薄命詩人 Ernest Dowson. 
（郁達夫〈THE YELLOW BOOK 及其他〉《創造週報》第 20 号、1923.9.23、p.317）82 
   （THE YELLOW BOOK の天才詩人のなかで、最も優美な叙情詩を作り、最も悲痛
な人生苦を体験し、世紀末の様々な性格を備え、失恋した結果、本来弱い体を毎日
アルコールと女に溺れ、慢性的に自殺したのは薄命の詩人 Ernest Dowson である） 
 
“失恋”の汎用、定着は、魯迅の書き替えからもみえてくる。前述したように、魯迅は
1908 年の〈摩羅詩力説〉で“失愛”を使用していたが、1924 年 12 月の〈我的失恋 ―擬















                                                   
82 引用は、伊藤虎丸編『創造社資料』第 4 巻、アジア出版、1979（影印本）に拠る。 
83 引用は、〈馬上日記〉《魯迅散文集》大方出版社、1970、p.119。 






















た《現漢》には 1973 試用本から収録され、現代中国語にも継承されている。 
 
61)【Disappoint】To be disappointed in love，失戀． 
【Lovelorn】失愛，失戀，悲秋扇的．              （《綜合英漢大辞典》1928） 
62)【失恋】失却戀愛的人．（恋愛していた人を失うこと）      （《王雲五大辞典》1930） 
63)【失恋】失丟了異性的戀愛。（異性の愛を失う）         （《標準語大辞典》1935） 
64)【失恋】謂男女間失丟愛人之愛。                                （《国語辞典》1945) 
                                                   
85 茅盾（1896-1981）：小説家、評論家。浙江省桐郷県青鎮出身。本名は陳徳鴻。字は雁冰。筆名は茅盾の
ほか、冰、郎損、M.D.など多数。1916 年 8 月、上海の商務印書館編訳所に就職し編纂の仕事に携わる。
1921 年 1 月には周作人らとともに、文学研究会の機関誌《小説月報》の主編を担当し、自らも毎号、海外
文壇消息欄を執筆して欧米文学の最新動向を紹介した。1928 年 7 月から 1930 年 4 月までは南京政府の追
求・逮捕を逃れるため日本に亡命した。 




65）【失恋】恋爱的一方失去另一方的爱情。            （《現漢》1973 試用本-2012 第 6 版） 
        （恋愛する一方がもう一方の愛情を失うこと） 
 
中国語では、19 世紀中葉から 20 世紀初頭の英華・華英字典や 1908 年の《英華大辞典》
には、“失愛”や“失愛的”が収録され、1908 年の魯迅の作品にも、失恋の意味が“失愛”
とされていた。ところが 1900 年代後半、海外事象が伝えられた《申報》には、“失恋”と










   
小結 
 
「初恋」は明治期には I. S. Turgenev の翻案小説の訳語として、更に島崎藤村の詩や国木
田独歩の小説の題名などにあてられ、ロマンティックな恋愛を表象する言葉として汎用さ






















































第 4 節においては、“恋人”が移入された結果、“愛人”及び“情人”の 3 語が類義語とな
る様相を明らかにし、仮説を証明するとともに、課題の検証を進めていきたい。 
 
                                                   























用例 1 は、1879 年の 4 月から 8 月の『喜楽の友』に断載された「（ロミオ）ト（ジユ
（ママ）
リ 




                                                   
2 『日国』第 1 巻、p.1847。 
3 藤原信実女「こひ人の心は遠く成りにけりわする計の月日ならねど」（『閑窓撰歌合』1251）（『日国』
第 1 巻、p.1847 より転用）。 
4 「文籍明くるも恋人に、大だかのむすび文、まいる身よりの御すさみ」（『栬狩剣本地』２、1714）、 
「恋人のつげのをぐしも利休形さすが千家のかこひ物好」（『徳和歌後万載集』巻 8、恋上 藤満丸、 
1785）（佐藤 1999、p.310 より転用）。 
5 半沢 1983、pp.45-46。 
6 半沢 1983、p.46。 
7 半沢 1983 には、明治期の「恋人」の用例として「よしいかほどに恋こがれし我が意中人
こ ひ び と
に接すればと 
て、」（坪内逍遥の『小説神髄』上巻、小説の変還、1885）、「いずれを君が恋人と／わきて知るべき 











































キス   






り又其心に従はざるロザリンに増す花のなきにしもあらねバ    





年に河島敬蔵により、全訳『春情浮世之夢』が出版された際には、第 1 回第 2 幕のロミオ
の発話においてもの my love が「僕が恋人ロザリン」と訳されている。 
 
３）One fairer than my love! th’all-seeing sun Ne’er saw her match since first the      
world begun9. 


































              （河島敬蔵訳『春情浮世之夢』第 1 回第 2 齣、耕文舎、1886、p.30）10 
                 
ところで、1886 年の『春情浮世之夢』には、底本の love や lover の訳語として「恋人」
が 12 箇所あてられていたが、「情人
じょうじん




1880 年代後半になると、『ロミオとジュリエット』以外の翻訳、例えば、I. S. Turgenev
の「めぐりあい」や W. Shakespeare の Venus and Adonis の翻訳「夏草」にも「恋人」が
                                                   
8 引用は、『明治翻訳文学全集《新聞雑誌編》シェイクスピア集Ⅰ』大空社、1996（影印）。 
9 William Shakespeare, The Works of William Shakespeare. The text revised by The rev.Alexander  
Dyce., Vol.VI., London：Chapman and Hall, 1866, p.411． 






こ ひ び と
の名を聞いたからは、婦人の何者という事も遂には、多分、聞出せた 




の、額や頬や腮までも、思いのままに「キツス」して、        
（無名氏（島崎藤村）訳「夏草（一回）」『女学雑誌』第 324 号、1892.7、p20） 
 
1880 年代後半には、新聞記事や尾崎紅葉や幸田露伴の作品にも「恋人」の使用がみられ

















































































































































































えぬ。   
                                   （幸田露伴『風流佛』吉岡書籍店、1889、p.84） 
 
「二人比丘尼色懺悔」や『風流佛』などに「恋人」が使用された 1880 年代末は、「恋愛」
                                                   















































































す。       （与謝野晶子「断章五編」『読売新聞』1915.6.20、朝刊 6 面） 
 
11）今は亡き姉の戀人のおとうとと  
なかよくせしを かなしと思ふ         （石川啄木『一握の砂』東雲堂書店、1910、p.90） 
 
与謝野晶子の歌には「恋」や「恋人」などで始まるものが多い。『定本 与謝野晶子全
集』（全 8 巻、講談社、1979-1981）には、「恋」「恋し」「恋する」で始まる歌が 120 首余
り、「恋人」で始まる歌が 30 首所収されている14。「北村透谷が「厭世詩家と女性」でい
                                                   
12 半沢 1983、p.46。  

























（LS 訳〈一個青年的夢〉第２幕、（七続）《国民公報》1919.8.30、第 5 版） 
 12-2）乞食 あなたの戀人は戰争で死んだのですね。何萬人か死んだ内の一人になつた 
のですね。                      （同上、武者小路実篤『ある青年の夢』、p.161）  
                                                   
15 阿木津 1998、p.47。 
16 魯迅〈後記〉《一個青年的夢》商務印書館、1922：《魯迅全集》第 10 巻、人民文学出版社、1981、p.190。
『ある青年の夢』の全訳は 1920 年 1 月の《新青年》（第 7 巻第 2 号）から 4 月の《新青年》（第 7 巻第
5 号）に掲載され、1922 年 7 月に《一個青年的夢》として刊行された。尚、《一個青年的夢》〈後記〉




蔵のマイクロフィルム（1917.1.28（3035 号）-1919.10.24（3949 号））に拠る。 
99 
 
   （乞丐）你的戀人，死在戰爭裡了罷。做了死掉幾萬人中的一個了罷。 
          （同上、LS 訳〈一個青年的夢〉第２幕（十四続）《国民公報》1919.10.2、第 5 版） 
 
魯迅が、なぜ第 2 幕での「恋人」を“恋人”と訳したのかは未詳だが、底本の第１幕の 
「恋人」は女性を指し、第 2 幕では男性を指すという相違はある18。 
1920 年代以降、魯迅は日本の評論を翻訳した際にも、底本の「恋人」を“恋人”と訳し
ている。例えば、用例 13 は厨川白村の『象牙の塔を出て』（福永書店、1920）を 1924 年
に翻訳したものである19。引用は「15 詩三篇」で、ブラウニングの詩『立像と胸像』（The 





いた、    （厨川白村「象牙の塔を出て」『厨川白村集エッセイと文明批評』第 4 巻、 
厨川白村集刊行会、1920、p.67）       
    當大公用戀人的眼痒仰看樓窗的時候，宛如初醒的人似的，新婦的眼也發了光，       










                                                   
18 武者小路実篤の『ある青年の夢』では所謂恋人の意味として「愛人」も使用している。特に「恋人」と
の使い分けはみられない。 
19 魯迅が 1930 年に翻訳した〈現代電影与有産階級〉（《萌芽》第 1 巻第 3 期、1930 年 3 月）（原本：岩
崎昶「現代映画と有産階級」『新興芸術』第 1 号、1929.11.1）においても、底本の「恋人」が“恋人”と
訳されている。 
20 引用は、《魯迅全集》第 13 巻、魯迅全集出版社、1938、p.215。尚、〈出了象牙之塔〉の初出は 1924 
年 12 月 13 日から連載された《京報副刊》で、1925 年 12 月に出版された《未名叢刊》（北京：未名社） 
に所収された（未見）。 
21 引用は、同上《魯迅全集》第 13 巻、1938、p.217。 
100 
 
“恋人”は、魯迅にとって理解語彙であり、使用語彙ではなかったようである。                
訳語としての“恋人”は、1920 年代の《婦女雑誌》にもみられた。用例 14 は、1920 年

















（瑟廬訳（章錫琛）〈近代思想家的性欲観与恋愛〉《婦女雑誌》第 6 巻第 10 号、1920.10、p3） 
   


















                                                   
22 羽太鋭治（1878-1929）：大正・昭和期の医師、性科学者。性に対する書物を多数出版、大正期の性欲
学ブームをつくる（日外アソシエーツ編 2000、p.1607）。 
23 但し《婦女雑誌》の掲載が 1920 年 10 月であることから、「近代思想家の観たる性欲と恋愛」の初出は
1920 年以前だと思われるが、初出については未詳である。 



































んでゐる。[…]』       
（厨川白村「近代の恋愛観（九）」『東京朝日新聞』1921.10.13、6 面） 
  愛倫凱在婦人道德裏邊說：『以完全想思的愛的兩戀人，就可變成一個人似的生活。[…]』             
（Y.D.訳〈近代的恋愛観〉《婦女雑誌》第 8 巻第 2 号、1922.2、p.3） 
 
以上のように、“恋人”は 1910 年代末から 1920 年代初め、日本の小説や恋愛に関する 
評論などの翻訳を介して、中国に移入されたと言ってよいであろう。 
但し、魯迅の翻訳よりも 4 年程遡った、1915 年の《申報》に“恋人”の使用がみられた。
それは、日本留学経験者・遠生（黄遠生）による随筆〈遊美隨紀〉である25。《申報》の特









聴其説教倒地痛哭尋蹤破獄而至横身血肉淋漓者也。    







                                                   
25 黄遠生（1885-1915）：原名は為基、字は遠庸、遠生。中央大学法学部に留学し 1909 年に帰国。1912
年に張君励、藍公武と《少年中国週刊》を発刊、その後上海の《時報》《申報》《東方日報》や北京の《亜
細亜報》の特約記者等を務める（李道剛 2010 参照）。〈遊美隨紀〉は 1915 年 10 月 31 日付から 11 月 23
日付までの《申報》に連載された。〈遊美隨紀〉の第 1 回（《申報》15346 号、1915.10.31）に、7 年前
に 6 年間日本に留学していたと記している。黄遠生は佐渡丸に乗船し上海を出港（1915.10.24）、日本経
由でアメリカに向う。東京滞在中（1915.10.31-11.1）の記録や観劇した新劇の概要は 11 月 9 日から 11 月
23 日付《申報》（15355-15369 号）に連載された。11 月 16 日付《申報》（15362 号）には、“記新劇 十
一月一日東京旅次”と前書きして、「昨晩 1 人で本郷座に行き新劇を見た」とあり、17 日付《申報》（15363
号）には、劇名の 1 つとして「無花果」が記され、以降 11 月 22 日付《申報》（19369 号）まで『無花果』
の概要が掲載されている。黄遠生はサンフランシスコに到着直後（1915.12.27）に暗殺されたため、日本















清、葉紹鈞らにより創刊された。劉延陵は《詩》第 1 巻第 5 号で、〈現代的恋歌〉と題し
て、Marguerite Wilkinson（1883-1928）の詩 6 篇とその他の外国人の詩人の詩 8 篇をあ
げて、海外の恋歌を紹介している。Margaret Widdemer（1884-1978）の作品に言及する
なかで“恋人”を使用している。 
   
17）但她又是首先替女性反抗男性的女詩人；而本文所以論述到她，也就是因爲她有這一
種異樣的色彩的戀歌。她的這一種作品可以近代的女子對她的戀人一首代表我們看
罷：―――         （劉延陵〈現代的恋歌〉《詩》第 1 巻第 5 号、1922.10、p.27） 









                                                   








  期は詩の中で生活していたと言えるだろう27。 
 







 18）没有一株楊柳不為李花而顛狂，没有一水不為東風吹皺，  
没有一個戀人,不為戀人悩着。    （馮雪峰〈拾首春的歌〉八《春的歌集》1923、pp.5-6）29 




  妹妹呀，遠離戀人的旅客，是如何如何的日長夜長呀！ 
                    （若迦（藩漠華）〈三月二十七朝〉《春的歌集》1923、p.30）30  
   （言い尽くせないほどの恋しさ、歩き尽くせない道の蛇行。 
   恋人よ。恋人から遠く離れた旅人には、昼も夜もなんと長いのだろう） 
 
また、1919 年から 1921 年の間、魯迅、周作人らに作詩の指導を受けていた汪静之は 1922
                                                   
27 朱自清〈導言〉《中国新文学大系 詩集》第 8 集、香港：香港文学研究社、1968、p.3348。（原文：中
國缺情詩，有的只是「億内」「寄内」，或曲喩隠指之作；坦率的告白戀愛者絶少，爲愛情而歌詠愛情的更
是没有。這時期新詩做到了「告白」的一歩。[…] 但眞正専心致志做情詩的，是「湖畔」的四個年軽人。









20）懸崖絶壁間一對戀人,這麼悽愴地哀吟。                  
一個婉淑的少女,一個英俊的壯丁。                  
他們精赤着身體,親親切切地厮並。  
既不願退回山脚,又不能躍上山巔。    
                   （汪静之〈一対恋人〉《蕙的風》亜東図書館、1922、pp.39-40）31 












『呵！祝福我們，甜蜜的戀愛，愉快地結婚！』    



















もない34」と汪静之の詩を擁護した。第 2 章第 4 節で触れたように、胡適や周作人は 1910
年代末の《新青年》で貞操問題を議論していた。そのなかで胡適は、文明国では男女の自
由意志による「高尚な恋愛」により婚姻が成立すると説いていた。胡適が賞賛する汪静之 
の詩には、まさに胡適が理想とする恋愛が描かれていたのであろう。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                              
日本語から移入された“恋人”は、湖畔社の詩人だけではなく、同時期の聞一多や周作
人などの恋愛詩にも用いられていた。 
                 
22）蓮蕊間酣睡着的戀人啊！不要滅了你的紗燈。  
                             （聞一多〈寄懐実秋〉《清華周刊》第 260 期、1922.11.25）35 
    （ハスの花の中でぐっすり眠っている恋人よ。あなたの灯籠を消さないでくださ 
い） 
              
23）我有過三個戀人，雖然她們都不知道。她們無意地却給了我許多…  
  有的教我愛戀，有的教我妒忌，我都感謝她們，謝她給我這苦甜的杯。 
養活在我的心窩裡，三個戀人的她却還是健在。 
（槐寿（周作人）〈她們〉《晨報副刊》1923.4.9、第 2 版） 
（私には 3 人の恋人がいた。彼女たちは知らなかったけれど。彼女たちは無意識に 
私にくれた、たくさんのものを…。 
  一人は私に愛することを教えてくれ、一人は私に嫉妬を教えてくれた。私は彼女 























   戀之色的夜合花，挑逹的夜合花，我的戀人的眼，受我沉醉的頂禮． 
我的戀人的脣，受我怨恨的頂禮． 
（戴望舒〈三頂礼〉《小説月報》第 22 巻第 10 号、1931.10、p.1279） 




          
25）我將對你説我的戀人，我的戀人是一個羞澁的人，她是羞澁的有着桃色的臉，桃色的 
脣和一顆天青色的心．  (戴望舒〈我的恋人〉《小説月報》第 22 巻第 10 号、1931.10、p.1280） 
  （わたしはいまにきみに恋人のことを告げるだろう、わたしの恋人はとてもはにか 
                                                   
36 槐寿（周作人）〈她們〉《晨報副刊》1923.4.9、第 2 版。（原文：我平常很賛成青年人做情詩，但是自
己做詩還是初次） 
37 森 2002 は〈她們〉の内容について、周作人がかつて体験した淡い恋をたどっていく「思い出」の詩で
あると指摘する（p.76）。周作人は、1919 年 2 月の《新青年》（第 6 巻第 2 号）に韻や平仄のない口語自
由詩〈小河〉を発表し、胡適に称賛されている。 






















『單相思』的愛情！他的戀人是誰？是那時候的社會！    








川白村の「近代の恋愛観」を抄訳（本節の用例 15）した Y.D. は、読者への回答に、「我々
が主張する「霊肉一致」は、既に霊感を得た 2 人の恋人が、恋愛の本質及び種族保存の使
命を完成させること」と、結婚を前提としている相愛の男女を“恋人”としている。 
                                                   
40 秋吉久紀夫訳「わたしの恋人」『戴望舒詩集』土曜美術社、1996、p.83。 





        （Y.D.〈自由恋愛与恋愛自由続編―再答鳳子女士―〉《婦女雑誌》第 9 巻第 2 号、1923.2） 













（小立〈恋愛問題〉《中国青年》57 期、1924.11、pp.116-117）   
（もとより暗黒の社会で煩悶し味気ない生活を過ごすと、愛の泉による洗濯を求め、
心が通じ合う恋人を探し、熱烈な情感を発揮する。  






1920 年後半には、張資平の翻案小説にも“恋人”の使用がみられた。用例 29 は、張資
平の翻案小説《飛絮》（1926）である。底本である「帰る日」での使用の影響を受けたのか、



































佳境含笑的生活裏。             （葉聖陶《倪煥之》開明書店、1929）45             
                                                   
44 《飛絮》（創造社出版部、1926）の〈序〉に、池田小菊（1892-1967）の「帰る日」（『東京朝日新聞』 




45 引用は、1929 年（初版）の改訂版である 1953 年出版の《倪煥之》人民文学出版社、1953、p.123。 




ながら、薔薇色の幸福な生活を送った46）           
    
       以上のように、“恋人”は 1915 年の《申報》に 1 例、早期の使用がみられ、その後は、






























































                                                   
46 竹内好訳『小学教師』筑摩書房、1952、p.154。 





















へたり。   














                
35）【Minnaar】愛スル人。                     （『訳鍵』1810）                   
36）【Suitor】嬖人コイヒト                （『諳厄利亜興学小筌』1811） 
37-1）【Minnaar】戀人                   （『道訳法児馬』1816）54  
37-2）【Minnaar】 恋
（ママ）
人                  （『道訳法児馬』1833）55 
38）【Lief】戀ヒ人。 【Minmaar】戀人。               （『和蘭字彙』1855）         
                                                   









52 遠藤 2009、p.175。後述するように、W.H.Medhurst の English and Chinese Dictionary（1847-1848） 
には“愛人”が「人を優しく愛する」の意味で収録されている。 
53 舒志田 1999 は「愛人」の成立について、半沢 1983 が翻訳上の必要から「恋人」と性別上の対立語とし
て成立したものという指摘に対し、「愛シ人」の意訳より凝縮された漢語形として、触発的に誕生したと
考える方ほうが妥当かもしれないと指摘する（p.4）。 
54 引用は、京都大学所蔵の 1816 年刊行の『道訳法児馬』である。 






  (『英和対訳袖珍辞書』1862） 
  40）【Lover】愛スル人,友,愛人,情人, 戀人．【Sweetheart】愛人,情婦． 
 （『双解英和大辞典』1892） 
 41）【Love】愛者,愛人,意中ノ人．【Sweetheart】情婦, 戀人． 












42）【愛】愛人 to love men                          （《五車韻府》1819） 
43）【愛】愛人 to love men kind       （Chinese and English Dictionary, 1842-1843） 
44）【Love】愛人 to love men in general   （English and Chinese Dictionary, 1847-1848） 
  45）【Love】愛人 to love men in general            （《英華字典》1866-1869） 




46）【Honey】A word of tenderness,愛人,愛物,佳物,所寳愛者． 
【Lover】One in love, 愛人,相好,情人． 
                                                   
56 朱京偉 1995 は、『明治のことば辞典』（1986）で確認できた日本語からの借用語のなかで、「愛人」 
は「日本で新しい意味が付与された」語と見做している。また“愛人”について、意味変化の視点から考 




 【Sweetheart】A lover or mistress,所戀愛之女,所恋愛之男,情人,愛人,情郎,情女, 
可人．                                      《英華大辞典》(1908） 
                                  
中国語の文献で“愛人”の名詞的用法が早期にみられるのは、1915 年の《新青年》に掲
載された〈意中人〉（O. Wild 原著）だと思われる。但し併記されている英文をみると、My 
dear が“我的愛人”と訳されており、所謂恋人の意味ではない57。 
 
47）Lady Markby：Let me introduce you. （To Mrs. Cheveley.）My dear, Sir Robert 
Chiltern is dying to know you!     
麻 ：譲我介紹與你。（對斉沸雷夫人説）我的愛人。紀爾泰洛勃脱君。眼巴巴的望着 
你里哩。  （英国王爾徳作 薛琪瑛女士訳〈意中人〉《青年雑誌》第 1 巻第 3 号、1915.11、p.265） 
 
 “愛人”が恋人の意味として使われた早期の用例は、前節でも引用した 1919 年の LS（魯
迅）訳〈一個青年的夢〉だと思われる。第 1 幕において、底本の「愛人」や「恋人」が“愛








   （鬼魂四）[…] 幸福的神明正微笑給我家看的時候，我的愛人正把好意給我看的時候， 
戰爭便把我運到離開本国幾千里的地方去了。[…] 我因爲従愛人送到了一張照相，被 




                                                   














    （山川菊栄「労農露西亜に於ける婦人の解放」 『社会主義研究』2 月号、1921.2、p.16） 
古時奴隷的両性関係，並不如現時這様是愛人又是朋友的自由公正的結合，這時候， 
人類的汚辱，圧迫労働者的一種可怕的弊害可以消滅的。 






50）要說我是你獨一無二的愛人。（張資平〈約檀河之水〉《学芸》第 2 巻第 8 号、1920.11、p.10） 




愛人呀，還不回来呀？      （郭沫若〈湘累〉《学芸》第 2 巻第 10 号、1921.4、p.1） 
（妙齢の女がふたり、裸形に散らし髪で、岸邊の岩に腰かけておたがいに寄り添つている。一人は
洞簫を吹き、一人は歌う） 
                                                   
58 李達（1890-1966）：1913 年に第一高等師範理科に公費留学、1919 年帝国大学予科理科に入学。同年
に〈女性解放論〉（《解放与改造》10 月第 1 巻第 3 号）を発表、1921 年から 1929 年に山川菊栄や堺利彦
の婦人解放に関する著作を多数翻訳する（王宓 1998.1、pp.38-39 参照）。1921 年には、共産党が婦人運
動工作者養成のために創立した平民女学校の校長となる。 




（歌）涙は溢れ流れて涸るる いとしき人よ いつの日君かえる？  […] 
いとしき人よ、いつの日君かえる？60）  




（汪静之〈祈祷〉《詩》第 1 巻第 1 号、1922.1、p21） 
      （白蓮姉様、夢の中で私の恋人に楽しく会ったとき、爽やかな香りを私たち 2 人に吹 
きかけてください） 
            
53）假如和愛人變成白雲，自由地飄蕩長空，是何等有趣啊！ 
（汪静之〈白雲〉《薫的風》亜東図書館 1922） 















                                                   
60 須田禎一訳「湘累」『郭沫若詩集』未来社、1952、p.23。 























   徇情.情面。❹謂相待之意。如言情不可却。❺趣味也。❻俗以男女之愛爲情。如 




但し、19 世紀中葉の R. Morrison、W. H. Medhurst、W. Lobscheid の華英・英華字典類 
                                                   














るが、訳語として辞典に登場するのは 19 世紀末からである65。 
 
57）【Lover】相愛者, 擬匹配人, 好迷者．            （《華英字典集成》1887） 
58）【情】情人 or 情郎 lover.            （A Chinese-English Dictionary, 1892） 
59）【Lover】愛者, 情人．              （《商務書館華英音韻字典集成》1902） 
60）【Lover】One in love, 愛人, 相好, 情人； 
【Sweet-heart】A lover or mistress, 所戀愛之女, 所戀愛之男, 情人, 愛人, 情郎, 









 61-1）彼の女が彼の教へて居る K 實科女學校の生徒である事、[…] 『そうだ、庄瀨は又 
てれ隠しに嘘をついて居るのだ。[…] 彼の女は一體何者だろう？戀人だろうか？ 
屹度さうに違ひない。』磯はそう斷定した。 
              （谷崎精二『恋愛模索者』新潮社、1921、pp.4-8） 
        這女子，據庄瀨說是實科女校的學生；但磯却不相信，從他直覺和嫉妬，斷定伊是
                                                   





庄濑底戀人．             （暁風（陳望道）〈看了『恋愛模索者』〉《民国日報・覚悟》1921.7.7） 
 61-2）彼の女に情人があつた事が最近僕にわかつたのだ。其の情人は君も知つて居るあ 
の多氣だ。無論まだ他にあるかも知れない。だが他の百人の情人より、僕はあの 
多氣一人を憎む。                            （同上、『恋愛模索者』、p.168） 
伊有情人，我近來知道了．那情人便是你也知道的多氣．自然，也許另外還有；但 
即使伊有百個情人，我还還是憎惡那多氣一個人． 













較的嚴緊，         （魯迅〈関与翻訳〉《申報・自由談》21704 号、1933.9.14、p.16） 
   （配偶者の身にできものができたからといって、まさか弁護士を雇って離婚するま
でにはいかないが、作者、作品、翻訳となると、どうしても厳しくなってしまうの
である69）       
 
“愛人”の配偶者の意味・用法について、陳建民 1997 は「1920 年代に中国共産党成立
後、党内で配偶者を指す語として理解された」と指摘する。初期共産党の指導者・彭湃70が
                                                   
66 1920年から 1930年の張資平の作品 14編が収録された《張資平作品精選》には、“愛人”が 10例、“情
人”は 23 例あった。 
67 〈性的屈服者〉《張資平作品精選》、pp.73-74。（原文：事实上虽然是我的嫂嫂，但精神上是我的情人） 
68 〈公債委員〉《張資平作品精選》、p.117。（原文：“读情人寄来的情书，多快乐！” 阿菊有点醋意） 
69 片山智行訳「翻訳について（下）」『魯迅全集』第 7 巻、学習研究社、1986、p.333。 


















63）【恋人】心愛的人．（お気に入りの人）           （《王雲五大辞典》1930） 
【情人】相愛的男女．（愛し合う男女）                     
 64）【情人】跟自各兒有愛情的異性人。（自分が愛情をもつ異性） （《標準語大辞典》1935） 
   （【愛人】【恋人】は未収録） 
65）【愛人】➊即情人。➋惠愛他人。（人を慈しみかわいがる）    （《国語辞典》1945） 
【恋人】相戀愛之人。（恋愛する人） 
 【情人】謂男女相愛者。（男女が愛し合う人）             
             
そして《現漢》1973 試用本の【愛人】には、➊指丈夫或妻子という新義が加えられ、《現
漢》2005 第 5 版の【情人】には、➋特指情夫或情婦の意味が加えられている。“恋人”は、
                                                                                                                                                     
る「コスモ倶楽部」に参加する。帰国（1921）後に「社会主義研究社」を組織した近代的農民運動や初期
共産党の指導者となる。1926 年 10 月汕頭で広東省農会潮梅事務所にいた許冰と知り合い、その冬結婚す
る。1929 年 8 月国民党に逮捕され処刑された（山田編 1995、pp.627-629 参照）。 
71 陳建民 1997、p.6。 
72 陳建民 1997、p.28。 





漢》2012 第 6 版までこの意味が記述されている74。 
 66）【愛人】名➊指丈夫或妻子。（夫或いは妻を指す）➋指恋爱中男女的一方。（恋愛中の
男女の一方を指す）                     （《現漢》1973 試用本-2012 第 6 版）75 
67）【恋人】名恋爱中的男女的一方。（恋愛中の男女の一方） 
（《現漢》1989 補編-2012 第 6 版） 
68)【情人】名➊相爱中的男女的一方。（愛し合っている男女の一方） ➋特指情夫或情 



















                                                   
74 “恋人”は民国期の国語辞典に収録されていたが、《現漢》の 1973 試用本や第 1 版には収録されなか
った。現代中国語の重鎮である呂叔湘は、1984 年 1 月の《辞書研究》（第１号）に〈大家來関心新詞新義〉
（「新語新義に関心を持とう」）を載せ、新語に関心を持つべきだと 32 語をあげている。そのなかには“恋
人”も含まれており、第 3 版の前に出版された《現漢》1989 補編に収録されたものと思われる。 




































味する近代訳語と言えよう。また、1915 年の《辞源》も「英語 Liberty やフランス語 Liberté
は、ラテン語 Liebrtas に由来し、その意味は人が羈絆や虐待から逃れることを言う3」とし
ており、中国語においても“自由”は近代訳語として捉えられていたと言える4。 






第 1 節では、日本語における近代訳語「自由恋愛」の訳出と汎用を明らかにし、第 2 節
では「自由恋愛」が中国語に移入された過程と 1920 年代前半までの意味解釈を確認する。
そして第 3 節では、《婦女雑誌》を中心に論じられた「新性道徳論」から当時の知識人が唱
えた“自由恋愛”の意味を分析し、更に第 4 節では、張資平が 1920 年代に描いた恋愛小説





                                                   
1 惣郷・飛田編 1986、p.218。 
2 『日国』第 2 巻、p.46。 
3 《辞源》（1915）【自由】の原文：❶謂率行己意也。[杜甫詩]送客逢春可自由。❷法律名詞。如在法律 
内之言論自由。集會結社自由等是。此種自由。凡立憲國皆有之。按英文 Liberty 法文 Liberte 原於拉丁文
之 Liebrtas。其意爲脱去被人羈絆虐待之謂。 



















シテ之ヲ主張スルノ風アリ                    




アメリカ大統領選挙に立候補した V. Woodhull を中心に男女の性的同権を主張していた政
党である7。加藤はこの政党を「ほしいままに配偶者を改むるをもって真の自由となせる一
党」と説明を加えている。箕輪 2009 は、アメリカの free love は V. Woodhull を中心に 19
世紀半ば以降に広まった社会運動だとする8。 
                                                   
5 『日国』第 2 巻、p.500。 
6 モルモン教は 1830 年代アメリカ合衆国北東地域で J. Smith により創設され、一夫多妻制を公式制度と
していたが、1890 年に教義上正式に放棄することを宣言する（奥平 1998 参照）。 
7 山室・中野目校注 1999、p.413 の注 7。 






























































































「自由恋愛論」は、E. Zola の Le Travail（1901）の英訳（Work）に記された「自由恋愛」
                                                   





































































































である。   











   なる大速力以て傅播しつゝあり、個人主義者、社會主義者は聲を大にして此の福音 
を叫びつつある也、 
        （小疇三郎「第二章恋愛篇 第八節自由恋愛の思想」『結婚哲学』明昇堂、1906、p.45-46） 
                          
また 1906 年や 1908 年の『読売新聞』の記事は、「自由恋愛」がアメリカやロシアで流行
っていることを伝えている。 
 
                                                   
11 堺利彦が参照したのは、Le Travail の英訳 Work（trans. Ernest Alfred Vizetelly，London: Chatto & 
Windus，1901）である。堺は Work から翻案小説「労働問題」を（『万朝報』1903.8.23-10.24 に断載）を
創作した。尚「自由恋愛論（下）」は、「自由恋愛論（上）」が掲載された翌日の 9 月 21 日の『万朝報』に
掲載された。この 2 編の「自由恋愛論」は 1921 年に伯焜により〈自由恋愛説〉（《婦女評論》第 12 期、
1921.10.19）として翻訳されている。 
12 石川三四郎「自由恋愛私見」（『平民新聞』第 45 号、1904.9.18）、堺利彦「自由恋愛と社会主義」（『平










































































ぢ よ しか ん
にも「自由戀












つた         （在伯林 K N 生「スザニスト」『読売新聞』1908.11.15、付録 1 面） 
 











  （鷗外「ル・パルナス・アンビユラン」『中央公論』第 25 年第 6 号、1910.6、p.133） 
                                  
1914 年には、女性文芸同人誌『青鞜』の社員であった伊藤野枝（1885-1923）により、
アナキスト・E. Goldman のエッセイが翻訳され、底本の Free love が「自由恋愛」と訳さ
れている。伊藤野枝は E. Goldman の人生に感動し、同書を翻訳したようである14。 
                            
10）Free love? As if love is anything but free! Man has bought brains, but all the 
millions in the world have failed to buy love. Man has subdued bodies, but all the 
                                                   
13 鳥内 2010、p.65。幸徳秋水らが処刑された大逆事件は翌 1911 年に起きた。 





power on earth has been unable to subdue love15.    
   自由戀愛？ まるで戀愛が自由以外のもののやうだ！人間は澤山の智慧を買つた、 
けれど全世界の數百萬人は戀愛を買ふことに失敗した。人間は肉體を克服した、け
れど地上のあらゆる權力も遂に戀愛を征服することが不可能であつた。         
                      （伊藤野枝訳「結婚と恋愛」『婦人解放の悲劇』東雲堂書店、1914、p.54） 
  
この伊藤野枝とも関連がある所謂日陰茶屋事件（1916.11.6）が、次の用例のように、1916






む せ い ふ
主義者
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（宮田修「自由恋愛の破綻」『読売新聞』1916.11.10、朝刊 4 面） 
      
     以上のように、「自由恋愛」は Free love の訳語として、早期には明治初期の翻訳にみら 
れ、20 世紀に入ってからは、欧米の社会主義関連の翻訳やその紹介、及びその議論のなか 
で多用された。近代訳語｢自由恋愛」は、社会主義者やアナキストらに唱えられるところの 
専門用語的な意味を帯びた 1 語と理解されたと言ってよいであろう16。それは、1915 年の 
                                                   
15  Emma Goldman, Marriage and love, Anarchism and other essays, New York: Mother earth 






 13）【Free】―free love, 自由恋愛（結婚に依らざる男女の相愛）． （『井上英和大辞典』1915） 
 14）【自由恋愛】（Free love）従来の傳統及び約束を無視した男女の戀愛行爲。即ち戀愛
及び結婚の選擇・離婚等に就いての自由を主張すること。  （『辞苑』1935） 
 
第２節 「自由恋愛」の中国語への移入 




月に何震らにより創刊された《天義》もその 1 誌であり、《天義》（第 3 巻、1907.7）には






之故而自失其身。        （震述（何震）〈女子解放問題〉《天義》第 7 巻、1907.9、p.14） 








17 Free love の訳語として「自由恋愛」を早期に収録した辞典としては、1902 年の『新訳英和辞典』（三 
省堂）があるが、特に意味は付されていない。 
18 狭間 1976 は、1902 年には、幸徳秋水著『二十世紀怪物帝国主義』：趙必振訳（上海通雅局）ほか 3 冊、
1903 年には村井知至著『社会主義』：羅大維訳（上海広智書局）ほか 6 冊をあげている（p.81）。 
19 吉川 2003 は、何震が幸徳と手紙のやり取りや幸徳宅を訪問するなどの親交があり、何震の共産主義に
より女性の解放が可能だという主張は、幸徳の社会主義が女性解放の唯一の手段だとする主張（「婦人解






























                                                   
20 同評論の題目は、目次には〈防淫奇策〉とあるが、掲載の本文題目には〈坊淫奇策〉とある。本文題目
の“坊”は誤植だと思われる。 
21 李瑾 2004、pp.51-65 参照。尚、引用箇所の“自由恋愛”は、原文では“自由變愛”とあるが、陳子
善・張鉄荣編《周作人集外文》（海南国際新聞出版中心、1995、p.28）も“自由戀愛”としており、“自由
變愛”は誤植だと思われる。 





































1917 年 5 月の《新青年》には、震瀛（袁振英）24により、アナキスト・E. Goldman の〈結
婚与恋愛〉が翻訳された。これは、本章の用例 10 にあげたように、日本では 1914 年に伊
藤野枝により翻訳されていた25。袁振英も Free love を“自由恋愛”と訳した。但し Free 




19）Free love? As if love is anything but free! Man has bought brains, but all the 
millions in the world have failed to buy love. Man has subdued bodies, but all the 
power on earth has been unable to subdue love26.        
   自由戀愛乎。戀愛無他自由而已男子可買他人之腦髓而不能買他人之愛情其失敗者以 
千萬計。男子又可克服他人之肉體而不能克服他人之愛情。                        










折しも 1919 年 11 月の《大公報》に掲載された毛沢東（1893-1976）の文章には“自由
恋愛”が讃えられている。長沙で趙五貞という 21 歳の女性が両親に結婚を強要され、花嫁
                                                   




26  Emma Goldman, Marriage and love, Anarchism and other essays, New York: Mother earth 
publishing association, 1910, p.242. 
27 1920 年以降《新青年》は共産党関連の記事が多く扱われるようになる。尚、瞿秋白〈中国知識階級的家 











子。今年八月。逃出他的家庭。實行自由戀愛去了」。          
                       （沢東〈「社会万悪」与趙女士〉《大公報》1919.11.21） 
（もう 1 つ例を挙げよう。「我々の郷里韶山に茅という姓で、歳が 18 歳の聡明で美 
しい女性がいた。姓が鐘という愚かで醜い男に嫁いだが、この女性は全く望んでい 








第２項 1920 年代前半の意味解釈 
 





                                                   
28 毛沢東の評論は〈対於趙女士的自殺的批評〉（1919.11.16）に始まり、〈婚姻上的迷信問題〉（1919.11.28） 
など 9 編に及ぶ。 
29 高橋 1996 は、毛沢東自身趙五貞の事件をごく身近に感じていたと指摘する（p.40）。 
30 村田編 2005 は、1920 年から 25 年の間《婦女雑誌》に日本語から翻訳された記事編数を 1920 年 10 編、
1921 年 18 編、1922 年 31 編、1923 年 16 編、1924 年 10 編、1925 年 3 編としている（p.26）。 
31 本間久雄（1886-1981）：評論家、英文学者、国文学者。早稲田大学英文科卒業。坪内逍遥、島村抱月
の学統を継ぎ文芸評論家として明治末年から活躍。関東大震災後から日本近代文学に専念し、1935 年か












た。            （本間久雄「性的道徳の新傾向」『現代の婦人問題』1919、pp.15-16） 
      易卜生底『海上夫人』，是一篇很能表示作者對於『戀愛底自由』底見解的著作，[…]  
 愛倫開也一面主張自由離婚,一面力說戀愛底責任性。伊以爲『責任』便是『自由』， 
『自由』便是『责任』；伊那嫌惡『自由戀愛』―性的放縦和無責任的性的自由底『自 




pp.1-70）の第 1 篇を要訳し、E. Key が主張するのは Love’s Freedom、Love with Freedom






の主張したのは、つまり Free Love ではなくて Love's Freedom である。Love with 
Freedomである。            （本間久雄『エレン・ケイ思想の真髄』大同館書店、1921、pp.49-50） 
但是我們一看上面所說愛倫凱的戀愛觀，便可暁得她的所謂戀愛，是極高尚的，決不是 
放縦沈溺満足本能的自由戀愛。不但不是，而且她還極力的排斥自由戀愛，說自由戀愛， 
汚辱戀愛的神聖，汚辱子孫的神聖。她所主張的，是“Love’s Freedom”，是“Love with 
                                                   
32 本間久雄の「性的道徳の新傾向」は、ほぼ同時期に《婦女雑誌》の編集長・章锡琛による翻訳もある 




Freedom”，並不是“Free Love”。   




ある。1922年 8月から 1923年 2月の《婦女雑誌》には、読者も交えて“自由恋愛”に関する問答
が度々掲載された。1922年 8月の《婦女雑誌》（第 8巻第 8号）に、鳳子という女性からの投稿〈恋
愛自由解答客問第一～第三〉が掲載されると、翌月と翌々月の第 8 巻第 9 号と第 8 巻第 10号の
通信欄には、〈恋愛問題的討論〉と題し、章錫琛と恋愛に関する記事を度々投稿した王平陵



















                                                   
33 西槇 1993、p.80。 






































































































第３節 新性道徳論における“自由恋愛” ―《婦女雑誌》を中心に― 
 
このように《婦女雑誌》では、日本の評論などの翻訳を通して、“自由恋愛”ではなく 




                                                   
35 厨川白村「恋愛と自由 ―恋愛論の続稿―」『婦人公論』第 7年第 9号、1922.9、p.51。 




37 章錫琛〈新性道徳是什麼〉《婦女雑誌》第 11 巻第 1 号、1925.1、p.6。（原文：甚至如果經過两配偶者
的許可，有了一種帯着一夫二妻或二夫一妻性質的不貞操形式，秖要不損害於社會及其他個人，也不能認爲
不道德的） 















られたのである。1925 年 1 月の《婦女雑誌》に〈新性道徳号〉が組まれたのは、1920 年
代半ばになっても、旧道徳を固守している人はもちろん、旧道徳に反発している人のなか
にも、男女関係には生殖作用、肉欲しかないと考える人がいたことにあったようだ44。 
1925 年 5 月魯迅は〈編完写起〉（「編集を終えて」）（《莽原》1925.5.15）のなかで、「私 
は章、周両先生が中国でこうした議論を持ち出すのはどうも時期尚早だと思う。―外国で 
はすでに言いふるされたことではあっても、外国は外国である45」と諭している。ここで 
魯迅が言う「こうした議論」とは、1925 年 1 月の《婦女雑誌》「新性道徳号」に掲載され
た、前述の章錫琛の〈新性道徳是什麼〉（「新しい性道徳とは何か」）や周建人の〈性道徳之
科学的標準〉、及び 1925 年 5 月 9 日の《現代評論》（第 1 巻第 22 期）の巻末「通信」欄に
                                                   









43 百年〈一夫多妻的新護符〉《現代評論》第 1 巻第 14 期、1925.3.14、p.6。百年は陳大齋の筆名。 
（原文：不料以指導新婦女自任的婦女雑誌的新性道德號中竟含着一種議論，足以爲過一夫多妻的生活的人
所藉口，足以爲一夫多妻的新護符）尚、《現代評論》は 1924 年 12 月に創刊された週刊総合誌（1928 年
12 月に停刊）。主な執筆者には、胡適や梁啓超らがいた。 
44 西槇 1993、p.74。 
45 魯迅〈編完写起〉《莽原》第 4 期、1925.5.15、p.40。（原文：可是我總以爲章周兩先生在中國將這些議
論發得太早，――雖然外國已經説舊了，但外國是外國）邦訳は、岡田英樹訳「編集を終えて」『魯迅全集』






魯迅の〈編完写起〉も含めたこれらの一連の論争は、1925 年 10 月発行の《新性道徳討 
論集》（開明書店）に収められた。後に魯迅が「当時にあって、これは小さな問題では決し
てなかった46 」と語るように、“恋愛的自由”“自由恋愛”は 1920 年代の知識人にとって大
きな問題であったと思われる。 
 
第４節 張資平の恋愛小説における“自由恋愛”の意味  

















                                                   
46 魯迅〈按語〉（1935.2.15 脱）：《魯迅全集》第 7 巻、人民文学出版社、1981、pp.78-79。（原文：然而 
在当时，却也并非小事情） 
















ところが 1925 年に入り 6 月 10 日に脱稿された〈不平衡的偶力〉は、登場人物こそ、農




第２項 “自由恋愛”の模索   
 







                                                   
48 同前、《沖積期化石》、p.83。（原文：年輕男女的性的智識也赶不上西洋的人，所以婚事固然要兒女自己情
願，但也要父母的許可） 
49 堺利彦「自由恋愛論（上）」『万朝報』第 3601 号、1903.9.20。堺が翌年発表した「自由恋愛と社会主






しい創作の方向性を求めていたようである51。しかし前述したように魯迅は、1925 年 5 月
15 日付〈編完写起〉（《莽原》）で章錫琛や周建人の〈新性道徳号〉に苦言を呈していた。 
魯迅に同調するかのように、張資平の 1925 年 8 月に発表された小説〈二人〉（《現代評論》
第 2 巻第 35 期）には次のような C と Y の会話がある52。C が「彼女たち（武昌大学の女学生
―引用者注）は我々が旧式の婚姻に失敗した人間であることを知らないだろう53」と話すと、







測される。《飛絮》については次章第 3 節でも詳述するように、その〈序〉に、1925 年 5






                                                                                                                                                     
説他的作品太多浪漫的藝術的分子，把現在的很旺盛的時代思潮來衡他的作品，他的作品可以説是舊式的了。
他聽見他的作品受了這種殘酷的批評，他更不敢自信他的作品能維持他一家的生活了） 
51 引用の「外部の人」とは、誰を指すのか不明であるが、張資平は 1924 年の秋武昌大学に赴任する前に、
上海で創造社のメンバーに会い、冬には創造社のメンバーである成仿吾が張資平を訪ねているので、その
際に得た情報とも思われる。 
52 C とは張資平、Y とは武昌大学に赴任してきたばかりの郁達夫と思われる。張資平は小説で自身と思わ
れる主人公を C や V などで表記している。尚、郁達夫は 1920 年に母親が勧めた女性（孫荃）と日本留学
中に婚礼を挙げ、後に 2男 2女を儲けたが、必ずしも郁の意にかなう相手ではなかった（大東 2012、p.175）。
そして、張資平の〈二人〉が発表された 2 年後の 1927 年 1 月、郁達夫は上海で浙江省師範女子学校を卒
業した才色兼備の新女性（王映霞）と出会い、翌年結婚披露宴を経て一緒に暮らし始めている（高橋 2006・
2007 参照）。 
53 張資平〈二人〉《現代評論》第 2 巻第 35 期、1925.8.8、p.14。（原文：她們並不知道我們是爲舊式婚
姻失敗了的人） 

































57 〈苔莉〉は《創造月刊》第 1 巻第 5、6 期（1926.7、1927.2）に連載された後、1927 年《苔莉》（創造
社出版部）、1936 年《苔莉》（上海大光書局）、1942 年《苔莉》（啓文印書局）など版を重ねている。
尚、《創造月刊》は 1926 年 3 月に創刊された創造社の機関誌である（1929 年 1 月第 2 巻第 6 期で停刊）。 
58 実藤恵秀「中国情死考 ―日本文化の中国への影響の一―」（『中国文学月報』第 37 号、1938.4）は、
1930 年代の中国にみられた「情死」は、この〈苔莉〉の影響もあるのではないかと指摘する（p.19）。 















25）後來江霞年齢大了，昇入了 W 埠的中學，受了新潮流的激荡；一般青年學子群醉心於 
自由戀愛，江霞本來的性格就是很急進的，当然不能立於例外了。      












但し、1920 年代末から 1930 年代の用語辞典《新術語辞典》62《現代語辞典》63や、1940


















束縛。這種主張就是叫做“自由戀愛”。       （《新術語辞典》1929） 




 28）【自由恋愛】Free love（Ｅ）；Amour libre（Ｆ）；Freiliebe（Ｇ）（社） 
         ～是反對一切對於戀愛的束縛（如財産階級宗教等的）及強迫結婚，而 
         主張各人依照自由的意志與需要實行無制限的戀愛。～最初爲烏托邦社 
會主義者所倡。                 （《現代語辞典》1933） 











中国の婚姻制については第 1 章で触れた通り、1930 年 12 月に公布された〈中華民国民
法〉（第 985 条）により配偶者のある者の重婚は不可と決められた。但し蓄妾は婚姻とはみ
なされなかったので、厳密な一夫一婦制の施行ではなかった。共和国成立後の〈中華人民
                                                   




共和国婚姻法〉において、ようやく婚姻の自由、一夫一妻制（第 1 章原則第 1 条）や重婚・














千四百十四对。          （〈今年上半月各地执行婚姻法情况〉《人民日報》1952.8.28、第 03 版） 
  （安徽省北阜陽区の統計によれば、[…] 民主的で仲睦まじい家庭は 95,376 戸で、自






《現漢》に収録される【自由恋愛】をみると、1983 第 2 版までは「男女間の家庭や宗教
などの束縛を受けない恋愛」と収録されるが、第 3 版以降は未収録となる。 
 
32）【自由恋愛】男女间不受家庭或宗教等束缚的恋爱。（男女間の家庭や宗教などの束縛  































「自由恋愛」は free love の訳語として、早期には加藤弘之の「米国政教」（1874）にみ
え、20 世紀初頭には、社会主義関連文献の翻訳や社会主義者らの評論にあてられた。但し











るものであった。ところが 1910 年代末の《新青年》に掲載されたアナキスト・E. Goldman 
原著の翻訳〈結婚与恋愛〉では、free love の訳語として“自由恋愛”の意味が「恋愛とは
自由にほかならない」と紹介された。以後《新青年》では“自由恋愛”の意味が問われた























                ―〈三角関係／三角恋愛〉の成立―  




















本章では、第 1 節で日本語における「三角関係」の成立を明らかにし、第 2 節では中国
語において“三角恋愛”が優勢になっていく過程を明らかにする。第 3 節と第 4 節では、 
中国語において“三角恋愛”という言葉が汎用された要因を探ることを目的として、第 3
節では張資平の 1920 年代の恋愛小説で描写される三角関係、第 4 節では《婦女雑誌》を中
心とした知識人の言説を確認する。第 3 節と第 4 節の考察から、“三角恋愛”という日中異
                                                   
1 『日国』第 2 巻、p. 157。 
2 『明治大正新語俗語辞典』は、【三角関係】の意味を「三人の男女の間に生ずる、めんどうな恋愛関係。
また、三人の間に生ずる複雑な関係（p.136）」とする。 








所謂三角関係を表す言葉としては、1907 年に日本語訳された H. Ibsen の戯曲 Hedda 











―え？」    （千葉掬香訳「ヘダ・ガ フ
（ママ）
ラア」『こゝろの華』第 11 巻第 8、1907.8、p.26） 
                              
Hedda Gabler は 1890 年 11 月ドイツで完稿され、12 月にコペンハーゲンで出版された
（ノルウェー語）。翻訳は、同年にドイツ語訳、翌年に英語訳、ロシア語訳などが出版さ
れ、日本語訳は 1907 年に初めて出版された（用例１）。その後日本語訳は、①1909 年、




その底本に triangular friendship が使用されていたためと思われる。 
 
２）BRACK. […] Such a triangular friendship―if I may call it so ―is really a great  




                                                   
4 Henrik Ibsen, Rosmersholm; The lady form the sea; Hedda Gabler ; edited by William Acher, 










                        （島村民蔵「緒言」坪内士行訳『イプセン傑作集 ヘッダ・ガブラー』
早稲田大学出版部、1918、p.7）  
  






は、dreieckiges Verhältnis とあり、直訳すると、「三角の関係」である8。 
 
４）BRACK.  […] ― ein solches, sagen wir, dreieckiges Verhältnis, ― das ist im  
Grunde eine große Annehmlichkeit für alle Teile9.  
    
 
島村民蔵はドイツ語に秀でており、H. Ibsen については 1910 年前後の『早稲田文学』に
                                                   
5 1907 年の『辞林』（金沢庄三郎編、三省堂）は、「三角同盟」を収録し、その意味を「三国又は三者が、 
相互に同盟すること」としている。また、『新しき用語の泉』（小林花眠編、1923：松井栄一他、大空社、 
1994 復刻版）にも収録され、「英語の Triple alliance」とあり、明治期に訳語として成立したものと思 
われる。 
6 島村民蔵（1888-1970）：1909 年早稲田大学英文科卒業後、東京大学独文科に進む。早稲田大学在学中
に坪内逍遥の指導を受け、近代劇、特にイプセンを研究する（藤木 1997、p.9 参照）。 
7 ノルウェー語で書かれた Rosmersholm；Fruen fra havet；Hedda Gabler（Gyldendalske Boghandel, 
Nordisk Forlag, 1914）には、trekantet forhold とあり、日本語では「三角関係」と訳すことができる。
（『日本語ノルウェー語辞典』古城建志、大学書林、2002 参照）。 
8 Verhältnis について、『独和辞書』（金子直行纂訳、伊藤誠之堂、1885）は「関係、比例、割合、事情」 
と、『新訳独和辞典』（登張信一郎、大倉書店、1915：1916 第４版）は「1.a）関係；b）情事」として 
いる。また、1895 年の独独辞典（Deutsches Woerterbuch  von Moriz Heyne, Leipzig : S. Hirzel）は、 
Verhältnis の意味の１つに liebesverhältnis（私通）をあげている（liebesverhältnis の意味は『藤井 新 
独和辞書』（藤井信吉編、金港堂書籍株式会社、1917 を参照）。 
9 Henrik Ibsens saemtliche Werke in deutscher Sprache /durchgesehen und eingeleitet von Georg 




セン傑作集 ヘッダ・ガブラー』の「緒言」を書くにあたり、ドイツ語訳の Hedda Gabler
を目にし、ドイツ語訳から「三角関係」と訳した可能性も考えられる。 
 ところが、この「三角関係」という言葉は、島村民蔵の「緒言」での使用から 2 年ほど
遡って確認できる。それは、1916 年の『東京日日新聞』『大阪毎日新聞』（1.1-1.8）に連載
された森鷗外の史伝「椙原品」である11。鷗外は、伊達綱宗と正妻の初子、妾の椙原品とい



























































しまつた。                   （森林太郎「椙原品」『東京日日新聞』1916.1.7、3 面） 
 
鷗外は 4 年間のドイツ留学を終え 1888 年に帰国している。1903 年には、所蔵するイプ
セン全集の中から「牧師」（『萬年艸』巻第 6・巻第 8、原題：Brand）、1909 年に『ジョン・
ガブリエル・ボルクマン』（画報社）などを翻訳し12、日本に初めて H. Ibsen を紹介したと






みられる。初期にみられたのは、1918 年 5 月の『新潮』に掲載された久米正雄の「大凶日
記」である。「４月 12 日」と冒頭に日付が付され「今日は實に僕に取つて、生涯忘れられ
ない日となった。[…]  Z･M と F 子さんとが結婚する記事が目に止つた14」と綴り、次のよ
                                                   
10 藤木 1997、p.9 参照。 
11 「椙原品」は、「森林太郎」の署名で 6 回にわたり連載された。『山房礼記』（春陽堂、1919）所収の
「椙原品」の文末には「（大正 4 年 12 月記）」とある。 
12 「牧師」の翻訳を説明している箇所に、「鷗外文庫にはドイツ語版のイプセン全集がありイプセンの他 
の作品はこの全集によって訳出されている」とある（「後記」『鷗外全集』第 3 巻、岩波書店、1973、p.632）。 











（久米正雄「大凶日記」『新潮』第 28 巻第 5 号、1918.5、p.114） 
 
更に、1920 年 6 月から新聞に連載された菊池寛の小説「真珠夫人」（『東京日日新聞』『大
阪毎日新聞』1920.6.9-12.22）においても、既婚の主人公・瑠璃子と青年、瑠璃子の義理の






































































しかつた。     
                （菊池寛「真珠夫人」『東京日日新聞』1920.11.18、朝刊 4 面） 
 
上掲の 2 例は、夫婦以外の男女 3 者に発生した関係が「三角関係」とされている。但し
次の用例に示すように、本間久雄が 1921 年 5 月の『婦人公論』に発表した「恋愛悲劇 男
女の三角関係物語 ―日本の劇文学に現れたる―」では、「三人とも未婚である場合は、本










































































しないのであります。      （本間久雄「恋愛悲劇 男女の三角関係物語  
                                                   
15 Z･M とは友人・松岡譲（旧名、善譲）で F 子とは夏目漱石の長女・筆子である。久米と結婚すると噂さ
れていた筆子が、久米の親友である松岡譲と結婚することが新聞各紙に報じられた（日高昭二「通俗小説
の修辞学―久米正雄の『蛍草』精読」『人文研究』第 175 号、2011、p.6 参照）。 
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（厨川白村「近代の恋愛観（九）」『東京朝日新聞』1921.10.13、朝刊 6 面）          















これまでにも度々触れたように、1920 年代に入ると、日本では E. Key や E. Carpenter
などの西洋の近代の恋愛観が受容され、翻訳や評論などが多く出版されていた。その訳者
の 1 人でもある本間久雄は、1920 年の『婦人公論』9 月号（pp.1-17）に、「恋愛悲劇 男
女三角関係物語 ＝西洋近代文学に現れたる＝」と題し、西洋近代文学にみられた所謂三
                                                   
16 論者の調査では、1920 年代の『読売新聞』において「三角関係」が男女関係以外の意味（政治上の 3 
者の関係）で使われた記事は、1924 年に 1 件、1925 年に 3 件、1926 年に 2 件のみみられた。 
17 1916 年 11 月 9 日、大杉栄が神奈川県葉山の日陰茶屋で、恋人・神近市子に刺されるという事件が起き
た（日陰茶屋事件）。大杉には妻があり、更に伊藤野枝とも恋愛関係にあった。 
18 1923 年 9 月号の『解放』（第 5 巻 9 号、pp.167-178）では、「武者小路實篤氏の三角関係」と題し、 
藤井眞澄や山川菊栄らにより、武者小路實篤の恋愛に関する社会的影響などが論じられている。 
19 山本宣治「結婚、三角関係、離婚－一青年生物学者の見た考え－」（『改造』新年号 1923、pp.1-25）や








































































































































はれるのであります。   （本間久雄「恋愛悲劇 男女の三角関係物語  
＝西洋近代文学に現れたる＝」『婦人公論』第 5 巻第 9 号、1920.9、p.1） 
 
 本間久雄は「夫婦ともう 1 人の男性或いは夫婦ともう 1 人女性の 3 者に起こる恋愛関係」
は古くもあり新しい関係でもあり、西洋では eternal triangle と言われるとし、その訳語に
「永久の三角関係」をあてている20。ドイツ語から「三角関係｣が訳出された後、英語の 














































】       （『読売新聞』1921.11.2、朝刊 4 面） 
 
                                                   
20 OED（The Oxford English Dictionary,1989）も、見出し語 triangle の項で、eternal triangle の意味
を A group or set of three, a triad. Esp. a love-relationship in which one member of a married couple is 
involved with a third party.と夫婦と第三者の恋愛関係とし、早期の用例とし、Daily Chron.1907.12.5 の
記事や G. B. Shaw in F.Harris Contemporary Portraits 2nd, 1919 をひいている。 
『オックスフォード ホーンビー英英中辞典』(A S Hornby、オックスフォード大学出版局、1978)は、the 
eternal triangle を the situation existing when two person are in love with the same person of the 






































】            （『読売新聞』1921.12.23、朝刊 4 面） 
 
論者の調査によれば、『読売新聞』では、見出しなどに【三角恋愛】が使用されたのは、
1921 年以降 1923 年をピークとして 1925 年までに 9 件あり21 、1923 年以降 1925 年まで
の「三角関係」の使用 3 件の 3 倍となっていた。 
しかし 1923 年、1924 年には、見出しには【三角恋愛】を用いながらも、本文では「恋
愛三角関係」や「三角関係」と表記する記事などが散見されるようになる。 
 
14）【博士と夫人と實弟の三角戀愛 離婚訴訟の爲歸國中 夫人は評判の美人】 































がある――              （『読売新聞』1923.7.18、朝刊 5 面） 
                           
15）【三角戀愛の哀しき破局（所謂早大生女子大生の情死事件）】 









           （香川水明「三角恋愛の哀しき破局」『婦人公論』第 9 巻第 4 号、1924.4、pp.110-115） 






1927 年の『新英和大辞典』は eternal triangle の訳語を「（恋愛の）三角関係。永遠の三角
関係」とし、1940 年の『独和辞典』も dreieckiges Verhältnis の訳語として「三角関係」
をあてている。 
 
                                                   




23 1926 年の『読売新聞』で、見出しなどに「三角関係」が使用されたのは 12 件あり，内 9 件は，「恋の
三角関係」と表記されている。尚、1926 年の「三角恋愛」の使用は 4 件にとどまった。 
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16）【Eternal】the eternal triangle（恋愛の）三角關係. 
【Triangle】the eternal triangle 永遠の三角關係（小説家，戯曲家のお定りの題材）． 
（『新英和大辞典』1927）               
17）【Sankaku-kankei（三角関係）】The eternal triangle; triangular love;  
                  a tripartite（triple）love-affair. （『新和英大辞典』1931） 







19）【三角同盟】三國又は三者が，相互に同盟すること。          （『辞林』1907） 
20）【三角恋愛】異性三人の間の戀愛關係。ある夫婦の中の一人が他の女性または男性に 
戀する場合。または戀愛關係にある男女の一人の間に戀愛を生じた場合 
にいふ。                    （『や此は便利だ』1930） 
21）【三角関係】一男二女又は一女二男の間に結ばれた戀愛關係。     （『辞苑』1935） 
22）【三角関係】一男二女又は一女二男の間に結ばれた戀愛關係。     （『言苑』1938） 
                             
 「三角関係」が訳出された当初、その意味は本間久雄が説くように「夫婦ともう 1 人の







                                                   

































一角也不成！        （暁風（陳望道）〈男女社交問題底障碍〉《婦女評論》第 7 期、1921.9.14） 














                                                   























い。                       （厨川白村『近代の恋愛観』改造社、1922、pp.47-48） 












                                                   







   しかし私は云ふ、不幸にして旣にこの三角關係に癌腫に罹つた場合に於いてすら





  三角關係之於戀愛,的確是一種的癌腫,成了人生苦悶的種子。［…］ 



















                                                   
29 引用は、工藤 2010、pp.230-231。 






























                                                                                                                                                     
い」）。 
















28)《婦女評論》第 94 期-第 100 期： 
第 94 期、1923.6.6 ：王毅生〈三角形的恋愛問題―請読者解決―〉 
第 95 期、1923.6.13：曹亜俠〈我底三角恋愛解決法〉 
徐帰溟〈従三角恋愛看見「恋愛的本質」〉   
第 96 期、1923.6.20：曹亜俠〈我底三角恋愛解決法〉（続） 
李寿田〈三角形的恋愛問題与不平等的両角形問題〉 
Ａ〈三角恋愛中人来信〉 
第 97 期、1923.6.27：遠定〈三角恋愛底討論〉（第４編） 
第 98 期、1923.7.4 ：曹亜俠〈我底三角恋愛解決法〉（続） 
第 100 期、1923.7.18：Ａ〈三角恋愛解決的趨勢〉 
 









                                                   







     （曹雪松〈三角恋愛解決法 1〉《婦女雑誌》第 11巻第 2号、1925.2、pp.394-398） 
（三角恋愛問題は社会において最も普遍的で解決が難しい問題である。去年王毅生 











考えが窺える。この点については本章第 4 節で触れたい。 









                                                   
35 祖堂〈三角恋愛解決法 2〉《婦女雑誌》第 11 巻第 2 号、1925.2、p.395。（原文：所以『實行自由戀愛』，
是解決三角戀愛的唯一的，完美的法則） 


















                                                   
37 黄中著の《三角恋愛》は、《民国時期総書目（1911-1949）文学理論・文学世界・中国文学》（下）に

































                       
 
図版 9 《申報》18996 号（1926.1.16）      
  
                                                   
38 文末に「黄中即ち黄花奴」と記されている。 












このような 1924 年秋から 1925 年初めの《申報》の載せられた《三角恋愛》の広告は、
言葉の定着という意味でも影響力があったと推測される。その一方で《申報》には、“三角
関係”の使用もみられた。 
用例 30 は、H.Ibsen の戯曲の梗概をまとめた記事で、18 番目としてロスメルスホルムを
紹介するなかでロスメルと妻ベアーテ、そしてレベッカの関係を“三角関係”としている。
また用例 31 は、1929 年 8 月 31 日付の〈日本小説的 Model〉という記事で、久米正雄の「蛍
草」の作品に描かれる三角関係は、久米自身の体験を描いたものだと記述されている。 
 
30）（18）樂斯美爾之家  名門之家的主人樂斯美是一位虔敬的人、自小因與一抱有自由 
思的孤女李倍加接近、遂也漸漸爲自由思想所捉住、妻倍姐爲了此三角關係、投河自 












（簫崇素〈日本小説的 Model〉《申報》20274 号、1929.8.31、p.8） 





 《申報》には上掲の 2 例の他にも“三角関係”の使用例がみられた。但しその多くは以
下にあげるような男女の関係以外の国や一般の人などとの関係に用いられている40。用例
32 は南方で蒋介石が率いる南京国民政府と張学良が率いる奉天、そして日本との関係、用
例 33、34 は中国、日本、ロシアの関係を表している。用例 33 の原著は、藤岡啓の『満蒙
                                                   
40 《申報》が停刊となる 1949 年までに“三角関係”が使用されたのは延べ 91 箇所であったが、恋愛関係











 （方魚〈東省刮目論〉《申報》20568 号、1930.7.3、p.3） 
（第一節は「日露戦争までの三角関係」で、） 
 




















図 1 《申報》にみられた“三角恋愛”と“三角関係”の使用数の対照 
 
“三角関係”は、1928 年以降停刊の 1949 年まで 91 件の使用があったが、所謂恋愛関係
                                                   












35 は《小説月報》に連載された茅盾の中編小説〈幻滅〉である。また、用例 36 は《申報》
で出版広告が掲載された小説《三角恋愛》である。 
   
35）“戀愛不反對，……妨碍工作却不行……王女士太浪漫了……三角戀愛……       












































39）難道成天躲在家里看張資平的三角戀愛小説？      （茅盾《子夜》開明書店、1933）44     
（まさか晩まで家に引きこもって、張資平の三角恋愛小説でも読むほかないか45）      
                                                   
42 吉田富夫訳「張資平氏の「小説学」」『魯迅全集』第 6 巻、学習研究社、1985、pp.58-59。 
43 引用は、〈黒恋〉《張資平小説精品》上海文聯出版社、2000、p.349。《黒恋》（全 17 章）の第 1 章か
ら第 5 章までは〈青春〉と題し、《創造月刊》第 1 巻第 8 期（1928.1）に発表され、1929 年に《青春》と
して上海現代書局から出版された（未見）。《青春》は、《黒恋》に改題され、1932 年に上海現代書局か
ら出版されたものである（松岡 2001b 参照）。 
44 引用は、〈子夜〉《茅盾全集》北京：人民文学出版社、1984、p.212。 











40）【三角恋愛】両男共愛一女，或両女共愛一男．           （《王雲五大辞典》1930） 
          （二人の男性が一人の女性を或いは二人の女性が一人の男性を愛すること） 
41）【三角恋愛】謂二男一女。或二女一男間之複雑戀愛關係也。           （《辞海》1936） 
 （二人の男性と一人の女性、あるいは二人の女性と一人の男性との複雑な恋 
愛関係をいう） 
42）【三角恋愛】謂二男一女，或二女一男間之矛盾恋愛。        （《国語辞典》1945） 







43）【Triangle】The eternal triangle 永遠三角關係（二男一女或二女一男間之複雑的戀
愛關係，小説家或戯劇家常用爲題目者），三角戀愛． 
（《綜合英漢大辞典 合訂本》1937） 
        （永遠の三角関係（2 人の男性と 1 人の女性、或いは 2 人の女性と 1 人
の男性との複雑な恋愛関係で、小説家や劇作家がよく題材とする）、三角
関係） 
                                                   






また《現漢》にも、1989 補編以降、2012 第 6 版まで、「2 人の男性と 1 人の女性あるい




（《現漢》1989 補編-2012 第 6 版） 







                                                      
魯迅に“三角恋愛小説家”と揶揄された張資平であるが、初期の作品から三角関係を描
いたわけではなかった。東京帝国大学に留学中の処女作〈約檀河之水〉（ヨルダン河の水）
（《学芸》第 2 巻第 8 号、1920.11）には、張資平自身が熊本の第五高等校時代に経験した、
下宿先の日本人女性との失恋が描かれた。また留学中の第 2 作〈她悵望着祖国的天野〉（《創
造季刊》、第 1 巻 1 期、1922.3）に描かれたのも、長崎華僑の父と日本人女性を母にもつ女
性の中国人学生との失恋であった。この 2 作品は日本を舞台にした、男女 1 対 1 の恋愛で
あった。 
三角関係を扱う恋愛小説は帰国後の作品からになる。第 1 作目は、〈愛之焦点〉（《創造
季刊》第 1 巻第 4 期、1923.2）である。家庭の事情により、1 つ屋根の下で暮らした、女性
主人公・N 姉と同姓従姉弟・Q と異姓従兄妹・M との三角関係を描いたものである。幼い
頃に両親を亡くした Q は、N 姉の母に実の子のように育てられる。Q と 1 歳年上の N 姉は
成長するにつれ互いに好意を持つようになる。しかしその頃 N 姉の異姓従兄妹にあたる M
が、N 姉の家から英語学校に通うため、N 姉の家に同居する。この時、Q が恐れたことは、
M が Q よりも家柄が立派だったり、財産があったり、聡明であったことではない。一番恐
れたことは、M と N 姉の苗字が違っていたことである。中国の旧い社会思想では、同姓従














 ところが 1926 年以降、張資平の作風に変化がみられようになる。その転機となったのは
翻案小説《飛絮》（創造社出版部、1926）だと思われる。第 4章、第 5章で触れたように、《飛


















                                                   






50 張競 2004 は、《飛絮》の約 3 分の 2 に当たる部分は「帰る日」の模倣ないし、明らかな借用が散見 







父親（東要蔵）           母親                              
（京大教授）                    
（師弟関係）                         （姉妹）       須田牧夫（画家） 
大和(妹）三重(妹）東紀伊子         
                    （主人公）      （叔母）平野二二（独身） 
                                                                                             
久留島久雄           （学友）        葉山正也 
（苦学生、肥満）               （大学生、長身、裕福） 
 
・《飛絮》  
父親（劉次権）          母親 
（京城大学教授）               （姉妹）        （独身、若い女流作家）     
（呂広に学費援助）                        （叔母）黄雲（呂広の子を妊娠）                
          瓊(妹）                      （黄雲が一方的に恋愛感情を抱く）                               
劉琇霞 （主人公）        
                
呂広           （高校同級生）           呉梅 
 （裕福、肥満）                      （苦学生、ハンサム、聡明） 
 
凡例：      ：恋愛関係（含む、男女の関係）、      ：婚姻関係、     ：そのほかの関係 












                                                   
51 出所：張競「池田小菊『帰る日』と翻案小説『風に飛ぶ柳のわた』―張資平の大正文学受容をめぐって」








《飛絮》が出版される 3 年ほど前の 1923 年の《婦女評論》では“三角恋愛”の解決法が




1931 年 2 月の《婦女雑誌》に掲載された〈女学生愛読的書籍的研究〉（女学生が愛読す
る書籍の研究）の統計によれば、張資平は作家ベスト 12 人中の第 7 位に、《飛絮》は 84 書
籍中、第 30 位に選ばれている52。当時、張資平の恋愛小説が好まれたことと、更に三角関
係が複雑に描かれた《飛絮》の人気を窺い知ることができる。 
                                                     
第４節 知識人の言説にみる民国期の恋愛観 
 
  本節では、民国期の中国語において“三角恋愛”という言葉が普及した背景の 1 つとし
て、女子教育の振興を目的に刊行された月刊誌《婦女雑誌》において論じられた知識人の
言説を探ってみたい。 






周建人の〈恋愛的意義与価値〉が掲載された 1922 年 2 月の《婦女雑誌》（第 8 巻第 2 号）
には、厨川白村の「近代の恋愛観」の前半部分の抄訳が掲載された。厨川白村の恋愛理論
を拠りどころとした章錫琛や周建人は当然、「近代の恋愛観」を目にしたであろう。「近代
                                                   





第 5 章第 2 節で触れたように、《婦女雑誌》における 1922 年 8 月から 1923 年 2 月にか























                                                   
53 王平陵〈恋愛問題的討論〉《婦女雑誌》第 8 巻第 9 号、1922.9、p.120。（原文：以前的雑誌太置重愛
倫凱的戀愛觀，許多婦女問題的作家，祇暁得従日本人的書中，『焼直』幾篇關於討論戀愛的文字，［…］） 



























日本語においては、1916 年の森鷗外の史伝「椙原品」と 1918 年の島村民蔵の「緒言」（『ヘ
ッダ・ガブラー』巻頭）に「三角関係」の早い使用がみられたことから、ドイツ語に秀で
た両者により、H. Ibsen の戯曲 Hedda Gabler（1890）で使用されたドイツ語 dreieckiges 
Verhältnis から訳出された可能性が高いと考察した。また「三角関係」は英語 eternal 
                                                   






56 国民政府公布〈中華民国民法・第 4 編親属 第 2 章婚姻 第 2 節結婚 第 985 条〉。（郭元覚輯校 1932、
p.4 参照）。施行は 1931 年 5 月 5 日（大塚 1985、p.111 参照）。 
174 
 











使用された。しかも、1920 年代後半から 1930 年代の《申報》のデータからは、“三角関係”
との意味の棲み分けも判明した。 
では、何故日中で「三角関係」“三角恋愛”という異形同義語が成立したのであろうか。
日本は、第 2 章で考察したように、1880 年代末から 1890 年代初めに、「恋愛」の言葉の流
























はじめに     
 
本章では、「同性愛」と“同性恋”という日中異形同義語が成立した現象を近代訳語の
















新しい言葉が訳出されたことが予測される。                            
 第 1 節では先行研究に依拠しながら、日本語において「同性愛」が成立した過程を確認




                                                   
1 『日国』第 2 巻、p.1997。 
2 鈴木訳 2003、pp.717-718。《商書》は《書経》のうち、商代のことを記したもの。 




恋”が優勢になった過程を 1930 年代から 1940 年代の《申報》と 1980 年代の《人民日報》
の使用例、更に 1981 年に出版された《魯迅全集》の注での使用例から検証し、その要因を
探りたい。最後に第 5 節では、第 1 項で“同性恋”に語形を変えた要因を言語上の視点か





日本語の所謂同性愛を表す訳語については、古川 1995 と黒岩 2008 に詳しい考察がみら 
れる。古川 1995 は 19 世紀末から 20 世紀初めにかけて考案された数種の訳語を明らかに 
したうえで、それらを「同種交接・同性的色情・同性性欲・同性欲」などの「同性（間）
色情・情欲・性欲」のグループと「同性の愛・同性の恋・同性恋愛・同性愛」などの「同





「性」に関する科学的学問分野が欧米に登場したのは、18 世紀半ばから 19 世紀後半で、 
その 1 つにはドイツ人医師 R.F.von Krafft-Ebing（1840-1902）著の Psychopathia  
Sexualis（1886）があるとされる5。OED は、homosexual や homosexuality の早期の使
用例として、1892 年の Psychopathia Sexualis Ⅲ の英語訳版（C.G. Chaddock 訳）をひ
いている。日本では、1894 年に Psychopathia Sexualis の第 4 版が法医学会により、『色
情狂篇』（春陽堂）と題して抄訳され、男性の同性愛は「同性の変愛」と訳されていた6。
Psychopathia Sexualis は、ドイツに留学していた森鷗外も入手していたようだ7。但し帰
                                                   
4 但し、古川 1995 は、1922 年の「変態性欲要説」（田中香涯）での「同性愛」の訳出をあげるものの、 
「同性の愛というふたつの言葉の組み合わせではなく、ひとつの言葉としての同性愛が誰によって考察さ
れたのかは、いまだ解明されていない（p.206）」としている。 
5 斎藤 2000、p.1。 
6 「色情狂編」は、1891 年の『裁判医学雑誌』に連載されたのが日本での初めての翻訳であったが、その 
なかでは「同性的なる情欲」という表現（古川 1995、p.203）や「異常情欲感動」という、やや意訳的な 
訳語（斎藤 2000、p.4）がみられたようである。 











いるのではあるまいかといふことが、一寸頭に浮んだ。      
   （森鷗外「青年」『昴』第 3 年第 5 号、1911.5、p.6） 
 







































なり （「恐るべき同性の愛 曾根岡村二令嬢の投身 女子教育界の一大問題」    

























                                                                                                                                                     
いる（斎藤 2006、p.3 参照）。 
8 台麓学人（鷗外）「外情の事を録す」『裁判医学会雑誌』第 2 号、1889.5、pp.7-10。 
9 森林太郎「ヰタ・セクスアリス」『昴』第 7 号、1909.7、pp.1-94。 
10 古川 1995 は、この「同性の愛」を英語 homosexual の訳語として捉えている。また、黒岩 2008 は「青 
年」での「同性の愛」は「肉体的な〈性欲〉ではなく、精神的な〈愛〉」としている。尚、また、Homosexuality 
という言葉の成立については、古川 1995、pp.201-202 や風間・河口 2010、p.30 に詳しい。 




が最も多いと指摘する（p.205）。また平石 2012 も 10 代の女学生同士の擬似恋愛は 1900 年代初めにおい
てそれほど珍しいことではなかったと指摘している（p.282）。 
13 「同性の恋」という言葉の早期の使用は、1907 年の秋田雨雀「同性の恋」（『早稲田文学』第 19 号） 














































    （島中雄三「同性の恋と其実例」『婦女新聞』1911.8.18） 
  





を研究してゐるといふ奇談がある。       
                 （内田魯庵「性欲研究の必要を論ず」『新公論』第 26 年第 9 号、1911.9、p.2）  
 
この「同性恋愛」という言葉は、その後の翻訳にも度々みられた。1913 年に Krafft-Ebing  
の Psychopathia Sexualis が全訳（黒澤良臣訳『変態性欲心理』大日本文明協会事務所） 
され14、巻末の「索引」には「同性恋愛（Homosexuelle Liebe）」と記述されている15。 
また、1914 年に、E. Carpenter の The Intermediate Sex16が青山菊栄17により、「中性論」
と題して翻訳された際にも、「第 2 項 中性（The Intermediate sex）」では、the special 
affectional temperament of the ‘Intermediate’ が「中性タイプにしてもなほその特異な愛
着の（即同性恋愛）傾向」と訳され、「同性恋愛」がカッコの中に説明書きされている18。 
 
５）It is also worth noticing that it is now acknowledged that even in the most healthy 
cases the special affectional temperament of the ‘Intermediate’ is, as a rule, 
ineradicable19；                     
亦最も健全な中性タイプにしてもなほその特異な愛着の（即同性戀愛）傾向の到底 
改め難い事まで今日は認められて來たのも注目すべき點である。   
                                                   
14 訳者については、同書の「例言」に拠る。尚、同書の底本は 12 版（1903）、13 版（1907）、14 版 
（1912）の何れの訳とされる（斎藤 2006、p.6）。 
15 但し、本文（p.308）では、底本の homosexuelle Liebe が「同性的恋愛」と訳されている。 
16 E. Carpenter, The Intermediate Sex, London: George Allen Co. Ltd.,1912. 
17 青山菊栄とは、山川菊栄の旧姓で、1916 年に山川均と結婚し山川姓となる。 
18 「中性論」は 1914 年の『番紅花』5 月号から 7 月号に、「1 緒言、2 中性（The Intermediate Sex）、 
3 同性の愛、4 愛情の教育、5 社会に於ける中性者の位置」という構成で掲載された。次号の 6 月号に掲 
載された「3 同性の愛」の本文の中にも、「同性恋愛」が多用されている。 
19 E. Carpenter, ⅡThe Intermediate Sex,The The Intermediate Sex, London: George Allen Co. Ltd., 
1912, p.23．          
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 （青山菊栄訳「中性論」『番紅花』5 月号、1914.5、pp.11-12） 
 
上記の用例以外にも、「同性恋愛」は 1920 年代初めにも市島春城「ミケル・アンゼロの

























































の二つになる。   
                        （中原青蕪「研究すべき同性愛」『読売新聞』1911.11.5、付録 1） 
 




                                                   
20 ほぼ同時期に、西洋の詩人や作家を紹介した、中原青蕪「海外思潮」（『文章世界』第 4 巻第 11 号、 
1909、pp.102-103）や青蕪「文壇うめ草」（『太陽』第 16 巻第 12 号、1910、pp.213-214）などがあり、 
中原青蕪は西洋事情に詳しかったと思われる。 
21 澤田順次郎（1863-1944）：明治・大正期の博物学啓蒙家、通俗性科学者。明治期には博物学関係の本
を、大正期以降は「性欲学」に関する書物を多数出版した（日外アソシエーツ編 2000、p.950 参照）。 
22 但し、同章の「第 3 節 歴史に現はれたる同性間性欲」では、「同性恋愛」という言葉も使用されてお
り、訳語にユレがみられた。羽太鋭治、澤田順次郎は共に性科学者で、羽太は『性と人生』、澤田は『性』 





て他の女性を慕ふ類のものこれなり。    


















９）Then coming to the literature of the Roman age, whose materialistic spirit could  
only with difficulty seize the finer inspiration of the homogenic love, and which in 
such writers as Catullus and Martial could only for the most part give expression 
to its grosser side, we still find in Vergil, a noble and notable instance26.    
さて羅馬時代の文学になると、当時の物質的気風のために、同性愛の霊妙なインス 
ピレーションに触れなくなつた、殊にカツルスやマーシャルの如き詩人に在つては、 
                                                                                                                                                     
も出版している。 
23 雀部顕宜「序」『女性の心理』北文社、1917、pp.2-3。 
24 「序」には、著者が 1913 年に奈良高等師範学校の教授であった際、文部省の委嘱により同校で開催さ
れた夏期講習会での講義の原稿を訂正したものであることも記されている。 
25 例えば、第 3 章「同性の愛」においては「同性恋愛」から「同性愛」に改められた箇所が 5 箇所、「同
性の愛」から「同性愛」に改められた箇所が 2 箇所あった。 





顕著な例を見出すことが出来る。      
  （山川菊栄訳「同性愛」堺利彦・山川菊栄訳『女性中心と同性愛』アルス、1919、p.199） 
 
 もう 1 例は、1922 年に出版された田中祐吉27著の『人間の性的暗黒面』である。用例 10-1









のである、医学上では同性愛 Homosexualität を称して性欲顛倒 Konräre Sexual-  
Empfndung といひ、性欲倒錯の一種としてある、  
                      （田中祐吉『人間の性的暗黒面』大阪屋号書店、1922、p.40）     
 
10-2）異性相


























































































表１からは、1920 年代から 1930 年代にかけて、「□□＋愛」構成の様々な言葉が造ら 
れており、日本語の「愛」には造語力があることが分かる。 
その一方で、「恋」の「□□＋恋」の構成語について、『日国』には『平家物語』（13C 前）
                                                   
29 管見の限りでは、1910 年代までの独和・英和辞典類に訳語として「同性愛」の収録はみられなかった。 
30 『日本国語大辞典 第二版』は電子版を使用した（2014.5.15 検索）。尚『日本国語大辞典 第二版』
と近代デジタルライブラリーの両方に収録がある場合は、出版年の早い方の文献名を掲載した。 
年代  「□□＋愛」構成の語、及びその使用がみられる文献 
 
江戸期末 - 明治期 
（ -1911） 
















































                    
図版 10 《申報》16987 号（1920.6.6）           
 
                                                   
31 『日国』第 2 巻、p.1094。 
32 施曄 2008、p.9。 
33 1920 年以前にも、小酒井光次原著、孟明訳〈女性与科学〉（《新青年》第 1 巻第 4 号、1915.12）や 










 1920 年 8 月の《婦女雑誌》には、正声により E. Carpenter の The Intermediate Sex の
最初の 2 章（〈緒言〉〈中性〉）が翻訳され、訳語として“同性恋愛”があてられている35。




11）It is also worth noticing that it is now acknowledged that even in the most healthy 
cases the special affectional temperament of the ‘Intermediate’ is, as a rule, 
ineradicable37;  
而且最健全的中性模型有如那終始不變的特異戀愛（卽同性戀愛）的傾向，今日已認 
爲最可注目的一點。      （正声訳〈中性論〉《婦女雑誌》第 6 巻第 8 号 1920.8、pp.7-8）   
 






共知；她也愛着男装；喜歡同性的愛；但在異性間，也極淫亂。   
      （幼雄訳〈男性的女子和女性的男子〉《婦女雑誌》 第 8 巻第 2 号 1922.2、pp.61-62） 






                                                   








香涯原著」とある。幼雄についても詳細不明であるが、1920 年から 1925 年までの《婦



















章〈中性〉は、青山菊栄訳「中性論」（用例 5）と同様、E. Carpenter の The Intermediate 




14）These are types which, on account of their salience, everyone will recognize more 
or less. Naturally, when they occur they excite a good deal of attention, and it is 
not an uncommon impression that most persons of the homogenic nature belong 




40 晏始〈日本老婦人之赴美〉《婦女雑誌》（第 8 巻第 1 号、1922.1、pp.60-61）には、東京キリスト教婦
人矯風会を組織し、1893 年には日本キリスト教婦人矯風会会頭となった矢島楫子が 89 歳にして渡米した
ことが紹介されている。 
41 樊仲雲（1901-1989）は、1929 年に設立された著作家協会の発起人の一人である。 
42 《恋愛論》の底本は、E.Carpenter の Love’s Coming-of-Age（1911）であるが、樊仲雲は、第 7 章に、
底本にはない E.Carpenter の The Intermediate Sex（1912）の第 2 節 The Intermediate Sex の翻訳を挿
入している（《恋愛論》、p.146 注 1 参照）。 
43 但し、用例 14 の同箇所は、用例 5 の青山菊栄訳「中性論」では、「同性偏愛」と訳されている。 
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to either one or other of these classes44.  
像這種的人物，因爲特別顯著，所以誰都能够辨別出來。他們的出現，常自然的能够
引起人的注意，普通都以爲這種人物，大概都具有同性愛的傾向。 

























                                                   





























図 1 《申報》にみられた“同性恋愛”“同性愛”“同性恋”の使用数比 
  
1920 年代前半には、雑誌《半月》47の出版広告に“同性恋愛”がみえる。1 つは《半月》
































 1920 年代後半になると、“同性恋愛”の優勢は《申報》以外の資料からもみえてくる。 





                                                   
48 張競生（1888-1970）：1911 年の辛亥革命後フランスに留学、哲学博士として帰国。1921 年に北京大
学学長・蔡元培から教授として招聘され、人生美学や社会美学を教え、学生たちの人気を博す（納村訳・
邱海涛 2000、p.208）。 
49 《性史》第 1 集は、張競生が北京大学在職中に性に関する体験レポートを募集し、寄せられたレポート 
（200 余編）から北京の大学生が書いた 7 編を選び出版したもの（楊群 1999、p.383）。 
50 第 2 集の初版の時期は明確ではないが、第 3 集初版が 1927 年 2 月であるので、第 1 集初版の 1926 年 4 
月から 27 年 2 月までの間とされる（土屋訳 1990、p.258）。また第 2 集は、同じ内容のものが、同じ出版 
社から、北京大学教授哲学博士・張競生編と北京大学教授哲学博士・小江平編の 2 種類が出版されている。 













識，大概很模糊影響的：可是很自然的發生了許多同性戀愛的事實。    
（浮海客〈我之同性恋愛〉張競生編《性史》第 2 集、北京優種社出版、1926、p.52） 




   幾分類似異性的，必易起同性戀愛的病症。       
                                 （小江平〈我之同性恋愛〉同上《性史》1926、p.57） 








     『我不喜歡同性戀愛。「拾正道弗由」，我想，一定什麼没有趣味。』 
（黄中《三角恋愛》上海金屋書店、1929、p.81） 




このような“同性恋愛”の優勢は、1920 年代から 1940 年代の辞典にも反映された。日
本語の英和辞典類を参照したとされた《綜合英漢大辞典》（1928）には【Tribadism】の訳
語として“婦人之同性愛”が収録されたものの、1930 年の国語辞典《王雲五大辞典》には
【同性恋愛】が収録され、1933 年の《新術語辞典 続編》51や 1948 年の《新知識辞典》52
                                                   








19）【Tribadism】婦人之同性愛，婦女間之非自然的性慾．       （《綜合英漢大辞典》1928） 
（婦人の同性愛。婦女間の非自然的な性欲）                              
20）【同性恋愛】女與女或男與男間發生的戀愛．                （《王雲五大辞典》1930） 
          （女性と女性或いは男性と男性の間に発生する恋愛）                
 21）【同性恋愛】（Homosexuality）這是一種變態性慾，對於同性（如男人對男人或女人
對女人）發動性慾，而對異性反不感興味。     （《新術語辞典 続編》1933） 
            （これは一種の変態性欲。同性に対して（例えば男性が男性に対して、 
         女性が女性に対して）性欲を発するが、異性に対して興味を感じないこ
と） 
 22）【同性恋愛】（Homosexual love）（普）男子與男子或女子與女子所發生的一種變態的
性愛。                      （《現代語辞典》1933） 
       （男性と男性或いは女性と女性に発生する一種の変態性愛） 
23）【同性恋愛】（Homosexuality）同性與同性間所發生的一變態性愛。如男子愛男子， 
女子愛女子等。同性戀愛在青年時代尚未與異性接触以前最易發生。 



















第１項 1920 年代前半の“同性愛”と“同性恋愛” 
 
本節では、“同性恋”が現代中国語として定着するようになった糸口を潘光旦53の論文か









乃漸有同性的趨向， 讀其致楊夫人書，撫今干感舊。    







   略較自由，交遊略較廣闊者,又多流入同性戀愛一途。是以女學與而影戀之機絶，男 
女同校之法行而同性戀愛之風衰；              （同上〈馮小青考〉、p.1717） 
                                                   




親交があった（潘乃穆・潘乃和編 2000、pp.674-739 及び坂元 2010、p.184 参照）。 















第２項 1920 年代後半の“同性恋” 
 













更に《小青之分析》は、1929 年 8 月に《馮小青― 一件影恋之研究》と改題され、訂正
                                                   
55 同書には、“同性恋”が 5 箇所で使用されている（内、“同性恋者”が 1 件）。但し、1 箇所だけ“同 
性恋愛”の使用がみられた。 










互相愛慕要好起來了。    （沈従文〈阿麗思中国遊記〉《新月》第 1 巻第 3 号、1928.5、p.35） 







 潘光旦はその後の出版物のなかでも、“同性恋”を訳語としてあてている。1946 年に 
Havelock Ellis（1859-1939）の Psychology of Sex（1933）の訳注《性心理学》が出版さ
れた58。同書では、底本の homosexuality は“同性恋”と、更に heterosexuality は“異性
恋”と訳されている。   
 
 28）When the sexual impulse is directed towards persons of the same sex we are in the 
presence of an aberration variously known as “sexual inversion,” “contrary sexual 
feeling,” “uranism,” or more generally, “homosexuality,” as opposed to normal 
heterosexuality59.                    
     假如一個人的性冲動的對象是一個同性而不是異性的人，就這另成一種性歧變的現象， 
有人叫做『性的逆転』“sexual inversion”,或『反性感』“contrary sexual feeling” 
或『優浪現象』“uranism”，比較最普通的名詞是『同性戀』“homosexuality”,所以
                                                   
57 訂正箇所は 4 箇所（改題、呼称の訂正など）だけであると、《馮小青― 一件影恋之研究》の再版附言
に記されている。また、この《馮小青― 一件影恋之研究》について、劉達臨 1999 は現代の精神分析法を
応用して変態的な性心理を探求した中国の最初の著作と評している（p.610）。 
58 《性心理学》の〈訳序〉（1941.12.付）には、潘光旦が、1939.11.13 から翻訳を開始し、1941.11.27 
に訳了したことが記されている。また同書の表紙の扉には、底本が 1933 年の Psychology of Sex A Manual  
for Students, William Heinemann, London: Medical Books Ltd.であることが明記されている。 




别於常態的異性戀“heterosexuality”。  （潘光旦《性心理学》商務印書館、1946、p.218） 
   （もし、人の性の衝動の対象が同性で、異性でなかったなら、これは一種の性の異 














ら 1940 年代の《申報》の一部の使用例からも確認できる。 
 
第４節 “同性恋”への収斂 
第１項 1920-1940 年代の《申報》 
 









                                                                              

















                                      






















































29）Havelock Ellis 原著 潘光旦訳註 商務印書館出版 〈本書的梗概〉 
   ［…］便是關於性的逆轉，也就是「同性戀」的問題。作者在五章裏詳細地加以解答，
並且歸結到關於此項戾換現象的治療。  （孟琨〈読「性心理学」〉《申報》24737 号、1946.12.26） 
   （［…］性に関する倒錯、すなわち「同性愛」の問題である。著者は五章のなかで詳細
に解答し、またこの顛倒現象の治療をまとめて論じている。） 
 
但し、“同性恋”が《申報》にみえるのは、1929 年に 3 箇所、1937 年に 2 箇所、1946
年に 5 箇所（計 10 箇所）で、性科学に関係する書物の出版予告の広告、及び潘光旦訳の《性
























第２項 1950-1980 年代の《人民日報》 
 
《人民日報》では、1951 年と 1957 年にアメリカやイギリスにみられた同性愛を伝える
情報として、“同性愛”と“同性恋愛”が使用された記事が各 1 件あったが、以降改革開放









の際には“同性恋”が多用された。具体的には、1980 年から 1989 年の 10 年間に“同性恋
愛”と“同性愛”が使われた記事件数はそれぞれ、1 件と 2 件であったのに対し、“同性恋”
（含む、“同性恋者”）が使われたのは、次の用例を含む 50 件であった。特に 1985 年以降、
海外からエイズ関連の情報が伝えられると64、更に顕著となった。 
                                                   
60 “同性愛”は 1929 年、1930 年、1934 年、1935 年に２桁の使用件数がみられたが、それ以外は 1 桁で
あった。一方“同性恋愛”も 1926 年、1929 年、1932 年、1934 年に 2 桁の使用件数がみられたが、それ
以外 1 桁であった。 
61 白水 2002、p.68。 
62 邦訳は、江英居『中国刑法―原文読解と注釈』（公論社、1985、p.195）を参照。尚、同書によれば、 
第 160 条は、「第二編分則 第六章 妨害社会管理秩序罪」に属する条文である。 
63 談大正 1998、pp.316-317 参照。 
64 尚、エイズは、1981 年アメリカ CDC（国立防疫センター）発行の MMWR（Morbidity and Mortality  





（張彦〈市長選挙与美国式民主〉《人民日報》1980.3.13、第 7 版） 




31）他们痛恨的是同性恋、电视上的性问题、平等权利修正案、美国教育部。     












注射毒品者、输血者或是女患者的子女，但也有 1%的病人不属于上述几种人的范围。  
     （張充文〈愛滋病帯来的社会問題〉《人民日報》1985.9.17、第 7 版） 




用例 30 と 31 は男性の同性愛に関する情報であり、用例 32 と 33 は、1985 年以降に多く
報道されたエイズに関する情報である。 
                                                                                                                                                     
















34）[7] 王尔德（O. Wilde，1856―1900）英国唯美派作家。著有童话《快乐王子集》、 
剧本《莎乐美》、《温德米尔夫人的扇子》等。曽因不道德罪（同性恋，即文中说的“滥 
交顽童”）入狱，后流落巴黎，穷困而死。 
  （〈登龍術拾遺〉《魯迅全集》第 5 巻、人民文学出版社、1981、p.276） 
    （原注[7]ワイルド（O. Wilde 1856―1900）イギリスの唯美派の作家。著書に、童話
集『幸福な王子』、劇作『サロメ』、『ウィンダミア夫人の扇』などがある。不道徳の
罪（同性愛、すなわち文中にいう「不良青年との不純なつき合い」）によって入獄、
のちパリに流浪して、貧困の果てに死去68）                                                    
 
また〈七論“文人相軽―両傷”〉の本文の“王尔德”に付された注には、O. Wilde が第 9
代 Queensberry の長男 Lord Alfred BruceDouglas（1870-1945）と「同性愛関係にあり、
道徳が退廃してい」たとする Queensberry の指摘が説明されている69。この Queensberry
                                                   
65 初出は、《申報・自由談》1933.9.1、25 面。 
66 初出は、《文学》第 5 巻第 4 号、1935.10、pp.602-604。 
67 1957 年に出版された《魯迅全集》（人民文学出版社）所収の〈登龍術拾遺〉には、“王尔德”に注は 
付されてない。 
68 片山智行訳「登龍術拾遺」『魯迅全集』第 7 巻、学習研究社、1986、p.310。 
69 1957 年出版《魯迅全集》所収の〈七論“文人相軽―両傷”〉では、“王爾徳”に注が付けられたが、








35）[7]一八九五年马奎斯指摘王尔德与其子艾尔弗雷德・道格拉斯搞同性恋，道德败坏。          






《現漢》も 1983 第 2 版まで収録していた【同性恋愛】を、1996 第 3 版以降は【同性恋】
に変更している。第 3 版・4 版には、「同性恋愛ともいう」という一文が付けられ、「一種の
心理変態である」と意味が付されている。但し、2005 第 5 版では「性の心理障害に属す」




性恋爱。                               （《現漢》1996 第 3 版-2002 第 4 版） 
（男性と男性或いは女性と女性との間に発生する恋愛関係であり、一種 
の心理変態である。同性恋愛ともいう）           
37）【同性恋】同性别的人之间的性爱行为，属于性心理障碍。       （《現漢》2005 第 5 版) 
（同じ性別の人における性愛行為で、性の心理障害に属す） 






                                                                                                                                                     
が付され、“同性恋”もそのまま使用されている。 
70 邦訳は、今村与志雄訳「「文人は、互いに軽視しあう」こと、その七―両方とも傷つく」（『魯迅全集』



































表 2 民国期以降の文献にみられる“□□＋恋”の構成語 
出版年 “□□＋恋”構成の語 文献・辞典名 
1927 同性恋 異性恋 自我恋 ① 潘光旦《小青之分析》（新月書店） 
1929 同性恋 異性恋 自我恋 ② 潘光旦《馮小青―一件影恋之研究》（新月書店） 
1946 同性恋 異性恋 自動恋 ③ 潘光旦《性心理学》（商務印書館） 
1989 婚外恋 ④ 《現漢》1989 補編 
1993 同性恋  黄昏恋 婚外恋 ⑤ 王均熙編《漢語新詞詞典》（漢語大詞典出版社） 
1996-2012 同性恋  黄昏恋 婚外恋 ⑥ 《現漢》1996 第 3 版-2012 第 6 版 



















                                                   
71 〈大家来関心新詞新義〉であげられた語彙（32 語）のなかには、本論文第 4 章で考察した“恋人”も含
まれていた（本論文第 4 章 120 頁、脚注 74 参照）。 
72 荒川・荒川 1988、p.4 参照。 
204 
 
例えば、1987 年から 2006 年までに北京、上海及び、済南や広州で出版された 7 種の新
語辞典73には“恋”の熟語の 2 字語が 14 語、3 字語が 5 語、4 字語が 1 語の合計 20 語の収
録されている74。20 語を品詞別にみると75、 
 
動詞：暗恋 避恋 単恋 晩恋 網恋 早恋 擇恋 追恋  
  名詞：函恋 婚恋 恋齢 恋侶 恋情 恋途    





これらの 20 語のうち、次に示した 10 語は《現漢》の 1989 補編、或いは 1996 第 3 版以












                                                   




74 異なり語数が 20 語、延べ語数としては 28 語であった。 






表 3 10 語の《現漢》での収録状況77 
 補編 
1989 
第 3 版 
1996 
第 4 版 
2002 
第 5 版 
2005 
第 6 版 
2012 
恋情 ○ ○ ○ ○ ○ 
婚外恋 ○ ○ ○ ○ ○ 
単恋 ○   ○ ○ 
婚恋  ○ ○ ○ ○ 
黄昏恋  ○ ○ ○ ○ 
同性恋  ○ ○ ○ ○ 
暗恋    ○ ○ 
晚恋    ○ ○ 
網恋    ○ ○ 
早恋    ○ ○ 
     
最後に、恋愛用語を構成する“恋”の意味を民国期の国語辞典と 1965 年以降の《現漢》







【情】[名]❶性之作用，如喜,怒,哀,懼,愛,惡,欲等 ❷事實 ❸私意。❹趣味  
❺男女的愛                         （《王雲五大辞典》1930） 
40）【恋】捨不得   
【情】➊感情 ➋情理 ➌情形 ➍男女之愛情 ➎情誼         （《標準語大辞典》1935） 
41）【恋】➊眷念不捨。➋姓  
【情】謂因外界事物刺激所起之作用 ➋實際、誠 ➌私意,如情面 ➍男女相愛 




 ➎趣味 ➏謂相待之意，如言情不可却 ➐志趨             （《国語辞典》1945） 
42）【恋】➊恋爱 ➋想念不忘；不忍分离 ➌姓78 
 【情】➊感情 ➋情面 ➌爱情 ➍情欲;性欲 ➎情景;情况 ➏情理;道理  















Homosexualität や Homosexuality などの訳語として「同性の愛」や「同性恋愛」、「同性
愛」があてられ、更に新聞記事には「同性の恋」という言葉も使われ、1910 年前半はこれ









                                                   



































































った。中国で早期に「初恋」の使用がみられたのは、1916 年の《新青年》に掲載された I. S. 
Turgenev 原著の〈初恋〉で、訳者は日本留学の経験者・陳嘏であった。1920 年代には周
作人の詩や張資平の小説に使用され、更に 1930 年代には留学経験を持たない戴望舒の詩に



































由”の意味の違いが議論された。1923 年 2 月、Y.D.は厨川白村の「恋愛と自由」を翻訳し、




























着が 1980 年代以降であることから、近代訳語の通時的な変容であった。1920 年代初めに
中国語に移入された「同性愛」「同性恋愛」は、潘光旦の論文にも使用された。ところが、
潘光旦は 1927 年の《小青之分析》で、この 2 語を“同性恋”に書き替えた。これは、潘光
旦が日本語の「同性愛」に対し、中国語において造語力をもつ“恋”を接辞とした“同性
恋”を創出したものと推察される。但し《申報》での使用状況から判明したように、“同性

















本論文では、日中語彙交流の典型の普遍化を目指し、研究方法として荒川 1997 の 4 分類
に 2 分類（第 4 章、第 5 章）を加えて、考察を進めた。最後にこの点についてまとめてお
きたい。 




が 20 世紀初頭であった点は類似している。 
第 3 章の「失恋」は、荒川 1997 の分類②「和製漢語の誕生と中国語への伝播として「回
帰線」」に準ずるとした。「回帰線」の創出が 17 世紀、18 世紀である点は「失恋」と異なる
が、中国語への移入時期が 20 世紀初頭であった点は共通する。 


















































































































































②  ③  ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  
恋愛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
初恋      ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 
失恋  ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 
恋人  ○  ○ ○ ○    ○ ○ ○ ○ ○ 
愛人    ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○ ○ 
自由恋愛    ○  ○ ○ ○ ○      
（三角関係）               
三角恋愛  ○  ○      ○ ○ ○ ○ ○ 
（同性愛）               
同性恋愛  ○     ○ ○ ○      




   国語：教育部国語推進委員会中国大辞典編纂処編《国語辞典》、商務印書館、1945 
   拼音１：中国文字改革委員会詞彙小組編《漢語拼音詞彙》北京文字改革出版社、1958 
拼音２：中国文字改革委員会詞彙小組編《漢語拼音詞彙（増訂版）》北京文字改革出版社、1964 
①―⑧：中国社会科学院語言研究所詞典編輯室《現代漢語詞典》商務印書館 
①1973 試用本、②1978 第 1 版、③1983 第 2 版、④1989 補編、⑤1996 第 3 版、⑥2002  






















 ⑤婚恋 婚姻，恋爱。（婚姻と恋愛）…（b.c.） 
⑥恋齢 恋爱的年数。（恋愛の年数）…（f.） 
⑦恋侣 情侣。（恋人同士）…（f.） 




 ⑪網恋  指网友之间通过电脑网络谈恋爱。（ネット上の友達がネットを通して恋愛するこ 
とをいう）…（f.） 









⑫早恋  指青少年过早地谈恋爱。（青少年が早すぎる時期に恋愛することをいう）…（e.） 
⑬擇恋 选择恋爱对象。（恋愛の対象を選ぶこと）…（a.） 
⑭追恋  ➊怀恋（往事）。（昔のことを懐かしく思う） 
➋追求爱恋。（恋い慕うことを求める）…（c.） 
  ⑮黄昏恋 指老年人的恋爱和婚姻。（老人の恋愛と婚姻をいう）…（c.d.e.） 
  ⑯婚外恋 指已婚者与第三者发生恋爱关系。（既婚者が第三者と恋愛関係を生じることを 
いう）…（b.c.e.） 
⑰書包族恋 指中学生的早恋。（中高生における早すぎる恋愛をいう）…（g.） 








b…⑤婚恋、⑩晩恋、⑯婚外恋    
c…③単恋、⑧恋情、⑤婚恋、⑩晩恋、⑭追恋、⑮黄昏恋、⑯婚外恋、⑱同性恋 
d…④函恋、⑮黄昏恋   
e…⑫早恋、⑮黄昏恋、⑯婚外恋   




















豊後守大伴大夫『万葉集』巻 5・819：井村哲夫『萬葉集全注』巻 5、有斐閣、1984 
物部道足『万葉集』巻 20・4366：木下正俊『萬葉集全注』巻 20、有斐閣、1988 
「恋十首 初恋」『堀河院百首』：青木賢豪他『堀河院百首和歌』明治書院、2002 
井原西鶴「色に見籠は山吹の盛」『男色大鑑』1687：新編西鶴全集編集委員会『新編西鶴
全集』第 2 巻・本文篇、勉誠出版、2002 
近松門左衛門「浦島年代記」『近松浄瑠璃集』1722：饗庭篁村校訂『校訂近松時代浄瑠璃
集』博文館、1896 
中村敬太郎訳『西国立志編』第 2 編、木平謙一郎、1871：近代デジタルライブラリー 
加藤弘之訳「米国政教 第 4 章」『明六雑誌』第 13 号、1874.6 
「（ロミオ）ト（ジュリエット）ノ話」『喜楽の友』1879.4.10/1879.5.14：川戸道昭・榊原
貴教編『明治翻訳文学全集《新聞雑誌編》シェイクスピア集Ⅰ』大空社、1996（影印） 
中村正直訳「第 11 編 婚姻ノ伴侶」『西洋品行論』珊瑚閣、1880 
藤田茂吉訳「落花の夕暮（ロミオ、ジユリエット）」『郵便報知新聞』1885.4.7/1885.4.8 
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